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令和２年度決算審査特別委員会議事録（第４号） 

令和３年９月２４日（金曜日）     

 

◎出席委員（１１名） 

   ２番 高 道 洋 子 君   ３番 進 藤 晴 子 君 

   ４番 榊 原 深 雪 君   ５番 田 利 正 文 君 

   ６番 熊 澤 芳 潔 君   ７番 髙 橋 健 一 君 

   ８番 川 上 修 一 君   ９番 髙 橋 秀 樹 君 

  １０番 二 川   靖 君  １１番 木 村 明 雄 君 

  １２番 井 脇 昌 美 君 

 

◎欠席議員（０名） 

 

◎法第１２１条の規定による説明のための出席者 

足   寄  町   長   渡 辺 俊 一 君 

足寄町教育委員会教育長   藤 代 和 昭 君 

足寄町農業委員会会長              齋 藤 陽 敬 君 

足 寄 町 代 表 監 査 委 員              川 村 浩 昭 君 

足 寄 町 監 査 委 員              多治見 亮 一 君 

 

◎足寄町長の委任を受けて説明のため出席した者 

副    町    長   丸 山 晃 徳 君 

総  務  課  長   松 野   孝 君 

福  祉  課  長   保 多 紀 江 君 

住  民  課  長   佐々木 雅 宏 君 

経  済  課  長   加 藤 勝 廣 君 

建  設  課  長   増 田   徹 君 

国民健康保険病院事務長   川 島 英 明 君 

会  計  管  理  者   伊 藤 啓 二 君 

消  防  課  長   大竹口 孝 幸 君 

 

◎教育委員会教育長の委任を受けて説明のため出席した者 

教  育  次  長   丸 山 一 人 君 

 

◎農業委員会会長の委任を受けて説明のため出席した者 

農 業 委 員 会 事 務 局 長              山 田 弘 幸 君 

 

◎職務のため出席した議会事務局職員 

事  務  局  長   横 田 晋 一 君 

事  務  局  次  長   野 田   誠 君 

総 務 担 当 主 査   中 鉢 武 志 君
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◎議事日程 

 日程第 １  議案第７９号        令和２年度足寄町上水道事業会計剰余金の処分及び決算認

定について＜Ｐ３～Ｐ４６＞ 

 日程第 ２  議案第８０号        令和２年度足寄町国民健康保険病院事業会計決算認定につ

いて＜Ｐ３～Ｐ４６＞ 

 日程第 ３  議案第８１号        令和２年度足寄町一般会計歳入歳出決算認定について＜Ｐ

３～Ｐ４６＞ 

 日程第 ４  議案第８２号        令和２年度足寄町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算

認定について＜Ｐ３～Ｐ４６＞ 

 日程第 ５  議案第８３号        令和２年度足寄町簡易水道特別会計歳入歳出決算認定につ

いて＜Ｐ３～Ｐ４６＞ 

 日程第 ６  議案第８４号        令和２年度足寄町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認

定について＜Ｐ３～Ｐ４６＞ 

 日程第 ７  議案第８５号        令和２年度足寄町介護保険特別会計歳入歳出決算認定につ

いて＜Ｐ３～Ｐ４６＞ 

 日程第 ８  議案第８６号        令和２年度足寄町介護サービス事業特別会計歳入歳出決算

認定について＜Ｐ３～Ｐ４６＞ 

 日程第 ９  議案第８７号        令和２年度足寄町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認

定について＜Ｐ３～Ｐ４６＞ 

 日程第１０  議案第８８号        令和２年度足寄町資源ごみ処理等事業特別会計歳入歳出決

算認定について＜Ｐ３～Ｐ４６＞ 
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午前１０時００分 開議 

 

◎ 開議宣告 

○委員長（髙橋秀樹君） おはようござい

ます。 

 全員の出席でございます。 

 一昨日に続き、令和２年度決算審査特別

委員会を開催いたします。 

 この後の日程を説明いたします。 

 これより、理事者等に対して総括質疑を

行い、総括質疑が終了後、各部会を開催

し、意見の取りまとめをしていただきま

す。 

 その後、部会長会議で調整していただい

た後、部会長から審査の報告を受け、部会

長に対する質疑を受けます。 

 なお、本日のこの日程等については、先

ほど開かれました、正副委員長並びに各正

副部会長会議で確認をされていることであ

りますので御了承願います。 

 

◎ 議案第７９号から議案第８８号まで 

○委員長（髙橋秀樹君） それでは、これ

より理事者等に対して、議案第７９号令和

２年度足寄町上水道事業会計剰余金の処分

及び決算認定についての件から議案第８８

号令和２年度足寄町資源ごみ処理等事業特

別会計歳入歳出決算認定についてまでの１

０件について、一括して質疑を行います。 

 なお、質疑については、一問一答方式で

行います。また、質疑の際は決算書のペー

ジ数と目を言ってから質疑を行ってくださ

い。 

 それでは、質疑はありませんか。 

 ６番熊澤委員。 

○６番（熊澤芳潔君） それでは、私のほ

うから質疑をさせていただきます。 

 ３７ページの交通安全対策費についてお

伺いをいたします。 

 それで、昨年ですか、郊南１丁目で死亡

事故が出たということでございますけれど

も、そこで議会のほうにも町長から報告が

ございました。そして、その中で課題、そ

の付近についての課題もそれぞれ多く出さ

れたと思いますけれども、町長はこの課題

を開発局等に要請をしたのか。それとも要

請したけれども、    だったのか。 

 それと、交通事故調査委員会というのが

開かれたと思うのですけれども、そういっ

たことの内容はどうだったのか。まずお聞

きしたいと思います。 

○委員長（髙橋秀樹君）  佐々木住民課

長。 

○住民課長（佐々木雅宏君） 熊澤議員の

御質問にお答えいたします。 

 昨年１０月の交通事故の後にまずは事故

検証ということで、開発局、そして本別警

察署、そして町と３者の事故現場の確認が

行われております。 

 その中では、あそこの導流帯の幅を少し

狭めたらどうかという部分と、やはりあそ

こは片側歩道になっているのですけれど

も、片側歩道のほうには照明はあるのです

けれども、道路側には照明がないというこ

とで、現地はかなり暗い状況だったという

ことは確認されてございます。 

 また、事故が起こった下り車線のほうは

歩道がなくて、路側帯はあるのですけれど

も、そこに草が伸びていて、恐らくあの事

故の当時はその草が道路側にしなだれてい

て、歩行者がやはり路側帯を越えて車線側

に入ったがために起こった事故ではないか

というふうな検証がなされてございます。 

 その後は町のほうの取組としては、今年

度になって看板等を立てているところでご

ざいます。注意喚起のための看板を本別方

面、下り車線側のほうに設置しているとこ

ろでございます。あと、開発局等に対する

要請については、今のところちょっとまだ

取り組んではございません。 

 答弁としては以上でございます。 

○委員長（髙橋秀樹君） ６番熊澤議員。 

○６番（熊澤芳潔君） そうしますと、開

発局については取り組んでいないというこ
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とですけれども、そうしますと、開発局に

対しては足寄町としては議会の皆さんから

出たことはしようがないということなのか

どうか、ちょっとお聞きしたいと思いま

す。 

○委員長（髙橋秀樹君）  佐々木住民課

長。 

○住民課長（佐々木雅宏君） 先ほど申し

ました本別警察署、開発そして町の検証の

際には、開発局として取り組むこと、町と

して取り組むこと、本別警察署として取り

組むこと、それぞれ事故を起こさないため

にそれぞれが取り組むべき事項については

確認はされております。ただ、それ以上

ちょっとその後の、例えば自治会に対して

要望を上げるですとか、巻き込んで本別警

察署等に、あるいは公安委員会等に要望を

上げるですとか、そういった取組は今のと

ころまだなされていないという状況でござ

います。 

○委員長（髙橋秀樹君）  ６番、熊澤委

員。 

○６番（熊澤芳潔君） 分かりました。 

 そういった死亡事故が出たので、やっぱ

り十分にあそこを見てもらって、では必要

なことはどうなのだろうということはやっ

ぱり必要だというふうに思いますけれど

も、ただ、私、せっかくの機会ですので、

現状を見て、そして前にもそういったこと

を要請はしたのですけれども、取り上げて

もらえなかったということなのだと思いま

すけれども、２点ぐらい実は早急に必要で

ないかと思ったことをお話しして終わりた

いと思いますけれども。 

 一つには、さっき郊南の交差点から下

がっていてポールがあるところの、そこ

の、何というのでしょうかね、幅を広げる

よということだったのですけれども、それ

はすることは分かりましたけれども、私、

逆に危険な部分でないかなというふうに思

う次第です。ということは、あそこをよく

見てもらえれば、郊南の交差点から本別に

向かって下がっていくのですけれども、車

結構交差点から出てほっとしてスピードを

上げて追い越す人も出てきているのですよ

ね。そうすると、すぐポールがあるという

ことで、非常にびっくりしてということも

考えられるわけですし、そうしますと、私

はここにグリーンカーライトですか、要す

るにきらきら光るやつ、そういうことを早

く設置してもらって、早くそのポールがあ

るよということも、車からなかなか見えな

い部分があるので、夜間など特に見えな

い。そういうことであるので、そういった

ものを早く設置してもらう。グリーンカー

フラッシュだとも言うらしいのですけれど

も、そういったことも必要だし、それから

足寄の豊栄橋から２４１号線に向かって、

取りあえずこれだけはしてもらいたいのだ

けれども、足寄町の管轄だと思うのですけ

れども、早くあそこに一時停止と横断歩道

をつけることが事故が起きない対応になる

のかなと思いますので、こういった２点を

早急にやっぱりやっていただきたいという

ことをお話ししまして、終わります。何か

あれば……。 

○委員長（髙橋秀樹君） 答弁、町長。 

○町長（渡辺俊一君） 昨年１０月４日で

したか５日でしたか、交通事故がございま

して、近くに住まわれている方が亡くなら

れたということで、大変痛ましい事故とい

うことで、町としても交通安全に十分に力

を入れていかなければならないなというよ

うに考えているところであります。 

 そういった意味で、暗くなって、最近夕

方になってくると暗くなるのも早くなって

きますし、そういった意味で歩行者の方が

なかなか見づらいというか、車運転してい

てもなかなか見づらいとかというようなこ

ともあって、そういうことで交通事故を引

き起こしやすいというようなことになって

いるのかなというように思っています。 

 そんなことで、反射シートですとか、そ

れぞれ歩行者の方々もやっぱり気をつけな
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ければならないということもありますの

で、そういったものも配布をさせていただ

きながら、町としてできることを取り組ん

でいこうということでやっております。 

 先ほど住民課長のほうからも話ありまし

たけれども、看板も立てたりだとかしなが

らやっておりますけれども、いずれにして

も、誰も交通事故を起こしたくて起こす人

はいませんし、被害に遭いたいと思ってい

る人たちもいませんので、十分にそれぞれ

気をつけながらやらなければならない。そ

れは町民の皆さんにもお願いをしなければ

ならないし、それから車を運転されている

皆さん方やっぱり気をつけなければならな

いという部分だというように思っておりま

すので、今後も交通安全、起こさない、被

害に遭わない、そういう取組を町としてで

きること、取り組んでいきたいというよう

に思っております。 

 以上でございます。 

○委員長（髙橋秀樹君） 他に質疑はあり

ませんか。 

 ４番榊原委員。 

○４番（榊原深雪君） 成果等報告書のほ

うから質問させていただきたいと思いま

す。 

 ３２ページお願いします。 

 子育て応援出産祝金贈呈事業のことをお

伺いしたいと思います。 

 令和２年度の出産の人数ですね、第一

子、第二、第三までありますけれども、こ

の出産人数を書いてありますけれども、こ

の過去３年ぐらいのは分かりますか。 

○委員長（髙橋秀樹君） 保多福祉課長。 

○福祉課長（保多紀江君） すみません、

お時間頂きまして。 

 まず出生人数ですけれども、応援の出産

祝金とは別に出生人数だけを年度ごとに申

し上げますと、平成３０年度が４８人、令

和元年度が３３人、令和２年度が２８人と

いうふうになっております。 

 以上です。 

○委員長（髙橋秀樹君）  ４番、榊原委

員。 

○４番（榊原深雪君） それで、令和２年

度のことで申し上げますと、第三子以降、

この方たちは何名ぐらいいらっしゃいまし

たか。１名ということでしょうかね。 

○委員長（髙橋秀樹君） 保多福祉課長。 

○福祉課長（保多紀江君） 第三子以降な

のですけれども、こちらにつきましては、

子育て応援出産祝金を支出した第三子以上

のお子様については１０名となっておりま

す。 

○委員長（髙橋秀樹君）  ４番、榊原委

員。 

○４番（榊原深雪君） 第三子以降が１０

名ということで、第四子の方とか五子の方

というのは分からないのですか。 

○委員長（髙橋秀樹君） 保多福祉課長。 

○福祉課長（保多紀江君） すみません。

今ちょっと手元に資料ございません。申し

訳ございません。 

○委員長（髙橋秀樹君）  ４番、榊原委

員。 

○４番（榊原深雪君） ちょっと申し上げ

たいなと思ったのは、出産祝金の贈呈のこ

となのですが、他の町では第四子が４０万

円ですね。第五子とか５０万円とかいろい

ろもちろん市町村によって違うと思います

けれども、三子以降は同じということです

よね、お祝い金はね、足寄町は。そのお祝

い金のことなのですが、出生率も少なく

なっておりますので、少しこのお祝い金を

上げるというお考えはないでしょうか、お

伺いします。 

○委員長（髙橋秀樹君） 答弁、町長。 

○町長（渡辺俊一君） 現在のところ、子

育て支援ということで、この子育て応援出

産祝金も含めて、保育料の無償化ですと

か、いろいろな形で子育て支援をやってい

るというようなこともありまして、第何

子、第三子とか第四子とかということでの

加算をしていくという考え方は今のところ
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ございません。 

 以上でございます。 

○委員長（髙橋秀樹君） ４番。 

○４番（榊原深雪君） 今のところはない

という答弁でしたけれども、今後少子化の

この時代にこういうことも必要な施策では

ないかと思いますので、今後検討していた

だければありがたいなと思います。 

 子育てする方の支援にもなりますし、さ

らなる支援をお願い申し上げまして、質問

を終わります。 

○委員長（髙橋秀樹君） 他に質疑はござ

いませんか。 

 １０番二川委員。 

○１０番（二川 靖君） 一般会計の決算

書では８３ページ、それと成果等の明細に

ついては６９ページで、いわゆる町内の民

間事業者が建設した建物を借り上げて、主

に高校生を対象とした宿泊施設として活用

することで、足寄高校の間口維持及び生徒

確保を図ったということで明細書には載っ

ております。 

 令和２年度、ここのところには何名の方

が入居されていたのでしょうか。 

○委員長（髙橋秀樹君） 丸山教育次長。 

○教育次長（丸山一人君） お答えいたし

ます。お時間取らせていただき申し訳ござ

いません。 

 令和２年度の入居者ということでござい

ます。４３室のうち３８人の入居というこ

とでございます。 

 以上です。 

○委員長（髙橋秀樹君）  １０番二川委

員。 

○１０番（二川 靖君） ４３室のうち３

８人が入っていたということで、このいわ

ゆる家賃についてはどのようになっている

のでしょうか。 

○委員長（髙橋秀樹君） 丸山教育次長。 

○教育次長（丸山一人君） お答えいたし

ます。 

 月額の利用料につきましては、本館と新

館とで料金異なりますが、本館の古い部分

のほうについては月額６万６,２５０円、そ

れ以外のものについては７万円ということ

になっております。 

 以上です。 

○委員長（髙橋秀樹君）  １０番二川委

員。 

○１０番（二川 靖君） この家賃につい

ては町に入っているのか、それともどこに

入っているのでしょうか。ちょっと分かり

ませんのでお聞かせください。 

○委員長（髙橋秀樹君） 丸山教育次長。 

○教育次長（丸山一人君） 多目的交流施

設につきましては、指定管理者制度を適用

しましてびびっどコラボレーションが運営

しているということになります。 

 月額４万円については町から補助という

ことですので、運営者のほうに支払うとい

うことになりまして、残りの分については

直接入居者が運営者に払うということに

なっております。 

 以上です。 

○委員長（髙橋秀樹君）  １０番二川委

員。 

○１０番（二川 靖君） その指定管理者

のほうに町から４万円を補助して、例えば

本館については個人が２万６,２５０円、そ

して新館については３万円個人の負担とい

うことだということなのですけれども、こ

の指定管理者ということで、いわゆる指定

管理者に月になるのでしょうけれども、こ

れは幾らくらい入っているものなのでしょ

うか。 

○委員長（髙橋秀樹君） 丸山教育次長。 

○教育次長（丸山一人君） この月額の利

用料の入居者分が入るということになりま

す。ですので、令和２年度でいえば３８人

ということでしたので、３８人掛ける入居

者分の料金が入るということになります。 

 以上です。 

○委員長（髙橋秀樹君）  １０番二川委

員。 
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○１０番（二川 靖君） 分かりました。 

 例えばこの建物について、借上げをして

いるということであれば、この建物が例え

ば修繕が必要だとか、いろいろそういった

ことが出てきた場合、これについてはどこ

で見ていいのかちょっと教えていただきた

いなと思います。 

○委員長（髙橋秀樹君） 丸山教育次長。 

○教育次長（丸山一人君） ちょっと説明

が漏れた部分がありますので、追加で説明

させていただきたいのですが、成果に係

る、Ｐ６９ページの多目的交流施設運営経

費について、この住宅借上料につきまして

は、ラポラ館といいまして、一番新しい建

物、これは民間の方に建てていただいた棟

です。この部分については１０年間、住宅

借上料として支払うということになってお

りますので、該当する分については３棟目

の一番新しい棟だけということですので、

追加させていただきます。 

 そして、あと修繕料に係る部分について

は、指定管理の協定書の中で金額に応じて

どちらが負担するということが規定してお

りますので、その中で工事費に応じて対応

するということになります。 

 以上です。 

○委員長（髙橋秀樹君）  １０番二川委

員。 

○１０番（二川 靖君） 簡易なものにつ

いては指定管理者が行ったり、壊れたもの

が大きくなったら、その事業者が負担をし

て直していくということで、いわゆる１０

年間１,２００万円近く出しているというこ

となのですけれども、いずれにしても、こ

れ建ってから何年目になるのでしょうか

ね。 

○委員長（髙橋秀樹君） 丸山教育次長。 

○教育次長（丸山一人君） こちらの成果

表のほうに記載しております建物、いわゆ

るラポラ館については、今３年目というこ

とでございます。 

 以上です。 

○委員長（髙橋秀樹君）  １０番二川委

員。 

○１０番（二川 靖君） ということは、

あと毎年１,２００万円程度はあと７年程

度、賃貸として借りていくということにな

るのかなというふうに思っていますけれど

も、いずれにしてもこういった高校生を対

象としたものについてはやっぱり間口減の

問題であったり、いろいろな問題が絡んで

きて、相当苦労してこういったお金を捻出

しているのかなというふうに思いますけれ

ども、そういったことで、今後以降もこの

成果というものが、何というのですか、低

下しないようにやっぱり進めていく中で、

やっぱりこの間目指してきた足寄高校の間

口減やらそういったものに対応していくと

いうこともあるのかなというふうに思って

いますので、ちょっと指定管理者のところ

についてもちょっときついのかな、どうな

のかな、いいのかな、ちょっとそこら辺も

分かりませんけれども、いずれにしても

やっぱり指定管理をされているということ

で、その指定管理者が離れていかないよう

な対策も含めて考えていってもらえたらあ

りがたいのかなということも含めて、申し

上げて、ちょっと質問を終わらせていただ

きたいというふうに思っています。 

○委員長（髙橋秀樹君） 他に質疑はあり

ませんか。 

 ３番進藤委員。 

○３番（進藤晴子君） 決算書のほうでは

４１ページの１４の企画振興費で、成果表

のほうは１９ページになります。１９ペー

ジの地域公共交通対策事業のあしバスのこ

とについてお伺いをしたいと思います。 

 去年はコロナの影響で公共の施設がス

トップしたり、そういうこともありまし

て、あしバスの利用者数が減ったというふ

うに書かれております。利用者数が減って

も減らなくても、やはりかかるお金は一緒

だというふうに思っております。いかに町

民の足となってうまくこれを活用するかと
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いうことだと思うのですが、まずは利用者

数はもう戻ってきているのか、質問したい

と思います。 

○委員長（髙橋秀樹君） 松野総務課長。 

○総務課長（松野 孝君） お答えいたし

ます。 

 令和２年度につきましては、コロナの影

響もございまして利用者数が減っていると

ころでございまして、令和２年度の実績で

ございますが、５便運行しておりまして、

延べ利用人数につきましては７,８３４人で

ございました。利用状況戻っているのかと

いうのは、令和３年度の実績ということで

よろしいでしょうか。（「はい」と呼ぶ者

あり） 

 確かな数値、今のところちょっと今持ち

合わせておりませんが、現状ではまだそん

なに大きく利用者数が戻っているというと

ころではございません。 

 以上でございます。 

○委員長（髙橋秀樹君） ３番進藤委員。 

○３番（進藤晴子君） まだちょっと前の

ようには戻ってきていないということだと

思います。 

 これ聞いた話ですが、年に１回会議を設

けられているというふうに聞いてますが、

１１月ぐらいに、本当でしょうか。 

 もし会議をしていたら、どういう方たち

がどのような項目で話し合われているのか

お聞きしたいと思います。 

○委員長（髙橋秀樹君） 松野総務課長。 

○総務課長（松野 孝君） お答えいたし

ます。 

 地域公共交通の会議が年１回ございまし

て、それにつきましては、私ども足寄町も

参加しておりまして、町内の市町村と例え

ば勝バスの方、拓殖バスの方、あるいは十

勝総合振興局等で年に１回会議していると

ころでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（髙橋秀樹君） ３番進藤委員。 

○３番（進藤晴子君）  すみません、

ちょっとよく聞こえなかったのですが、町

とあと拓殖バス、民間のバスとあとどこで

しょうか。すみません、もう一回よろしい

でしょうか。 

○委員長（髙橋秀樹君） 松野総務課長。 

○総務課長（松野 孝君）その他民間、十

勝バス、拓殖バス、その他の十勝総合振興

局の建設管理部、帯広開発建設部、その他

足寄の自治会の方ですとかが参加者でござ

います。 

 以上でございます。 

○委員長（髙橋秀樹君） ３番進藤委員。 

○３番（進藤晴子君） この中には、委託

をしております足寄タクシーであるとか、

あと町民という意味では自治会の方が参加

されるということで町民の意見も聞かれる

かと思いますが、足寄タクシーの方とかは

入ってこないのでしょうか、運転手さんと

か。 

○委員長（髙橋秀樹君） 答弁、松野総務

課長。 

○総務課長（松野 孝君） お答えいたし

ます。 

 足寄タクシーさんとかは入ってございま

せん。 

 以上でございます。 

○委員長（髙橋秀樹君） ３番進藤委員。 

○３番（進藤晴子君） では、どういった

内容を話し合われているのかをお聞きした

いと思います。 

○委員長（髙橋秀樹君） 松野総務課長。 

○総務課長（松野 孝君） お答えいたし

ます。 

 令和２年度の内容でございますけれど

も、令和２年度は大変コロナ禍の中で今回

も、十勝バスに対する補助金というものを

出してございますが、今年２,０００万円程

度の補助金を十勝バスに出してございます

が、内容につきましては十勝バスさん、あ

るいは拓殖バスさんから令和２年度の運営

状況、決算が非常に厳しいということでそ

れぞれ町村、十勝全市町村出ておりますの
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で、補助金が例年と比較して多く頂きたい

というような内容について検討も含めて会

議をいたしました。 

 以上でございます。 

○委員長（髙橋秀樹君） ３番進藤委員。 

○３番（進藤晴子君） 分かりました。 

 すみません。私がお聞きしたかったの

は、あしバスを運行している中での、町内

の関連している方たちのそういう意見を聞

くための会議というのは設けられてないと

いうふうに捉えてよろしいでしょうか。 

○委員長（髙橋秀樹君） 答弁、丸山副町

長。 

○副町長（丸山晃徳君） 答弁させていた

だきます。 

 地域の公共交通の確保の町内での協議会

としましては、先ほど総務課長が言われた

部分も含め、また、あしバスが帯広運輸支

局の許認可でありますので、そこでバスの

ルートを変えるですとか、停留所の位置を

変えるとか、運行時間帯を変えるという部

分では、例えば今回でいえば足寄温泉がな

くなったときに、そのルートを変えるとか

といったら、それで町内の代表者の方に御

意見を聞いて、それはいいよねとか、こっ

ちはもうちょっと遠回りしてここまでお客

さん拾ってくれとかという御意見を聞きな

がら、その認可は本当に１年に１回ぐらい

しかバスのルートの時間帯変更できないの

で、そのときに協議会の中で皆さんの御意

見を聞いて確定をさせていくという形で、

あとはふだんから運行している中で、運転

手さんから利用者の方のお声を聞いたり、

また、よく電話ですとか議員さんを通じ

て、ここ通れないのかというお話もありま

して、そういうところを総合的に見て案を

町のほうでつくって、それからそれを協議

会で御議論いただいて、帯広運輸支局に変

更の届出を出すという流れになっていま

す。 

 以上でございます。 

○委員長（髙橋秀樹君） ３番進藤委員。 

○３番（進藤晴子君）  理解いたしまし

た。 

 通路、運行状況、その辺を変えるのも全

部認可がいるということで、その会議にか

けないとだめだということで、あと情報は

常々取っているというふうに捉えてよろし

いですね。分かりました。 

 ぜひ自治会の方とかからもよくお話を聞

いて、町民がどういうふうに思っている

か、やりづらさはないのかとか、その辺も

含めてよく御意見のほうを伺って意見を上

げていっていただきたいなというふうに思

います。 

 ありがとうございます。 

○委員長（髙橋秀樹君） 他に質疑はござ

いませんか。 

 ４番榊原委員。 

○４番（榊原深雪君） 介護サービス事業

会計のことでお伺いいたします。 

 足寄町の令和２年度の介護職員の離職は

ありましたでしょうか、お伺いします。 

○委員長（髙橋秀樹君）  榊原委員、何

ページでしょうか。 

○４番（榊原深雪君） 特別会計事業にな

るのかな。介護サービス事業、特別会計の

ほうにあるのでしょうか、ちょっと。７

ページとか８ページとかになるのでしょう

かね。５ページからか。こっちのほうにな

るのでしょうかね。民生費の６１ページ

の。 

○委員長（髙橋秀樹君） ４番榊原委員。 

○４番（榊原深雪君） ５１ページの介護

保険助成費のほうになるのでしょうかね。

ちょっと私も総務のほう担当だったもので

すから、ちょっと詳しくあれだったのです

が。 

○委員長（髙橋秀樹君） ４番榊原委員。 

○４番（榊原深雪君） 成果表２５ページ

なのですが、この令和２年度に介護職員の

方の離職者はいましたでしょうか。非正規

の方も含めてお伺いいたします。 

○委員長（髙橋秀樹君） 保多福祉課長。 
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○福祉課長（保多紀江君） ただいまの御

質問なのですけれども、まず町の職員のこ

とでございますかね。民間全体の話でさせ

ていただきますと、まず介護従事者の就業

支援の補助金を支出した方の中では、お二

人の離職の方がおりました。それはこの支

援金を支出した方の中でございます。あと

は、パートで採用になられた方とかいらっ

しゃると思いますけれども、そちらについ

ては、民間の事業者については町のほうで

は人数は把握しておりません。 

 なお、特別養護老人ホーム、町で運営し

ておりますけれども、職員につきましては

離職者はおりませんでした。また、会計年

度任用職員につきましては、お一人の方が

お辞めになったかなというふうに承知して

おります。 

 以上でございます。 

○委員長（髙橋秀樹君） ４番榊原委員。 

○４番（榊原深雪君） 介護職員の確保と

いうのはなかなか大変だなといつも思って

おりますけれども、この足寄町では離職者

がいなかったということでよろしいのです

か、捉えて。足寄町で把握している介護職

員の方で離職者はいないという、先ほど御

答弁があったと思うのですが、それでよろ

しいのですか。 

○委員長（髙橋秀樹君） 保多福祉課長。 

○福祉課長（保多紀江君） 民間の事業所

に関しましては、まず町が介護職員の確保

のために補助金を出していた方が、過去平

成２９年から支援をしておりますけれど

も、その中ではお二人の方が辞めたかなと

いうふうに確認をしております。それ以外

の短期でお雇いになった方とか、この補助

金の対象になっていない方の離職に関して

は、こちらのほうでは把握していないとこ

ろです。 

 以上です。 

○委員長（髙橋秀樹君） ４番。 

○４番（榊原深雪君） 補助金出している

方で離職の原因というのはお聞きになって

ますでしょうか。 

○委員長（髙橋秀樹君） 保多福祉課長。 

○福祉課長（保多紀江君） 離職につきま

しては、働いている方が例えば地元に戻ら

れますとか、結婚してどちらかに行かれま

すとか、そういうような都合によるものだ

というふうに聞いております。 

 以上です。 

○委員長（髙橋秀樹君） ４番榊原委員。 

○４番（榊原深雪君） 今後、介護職員の

方の今の状況からすると、考えますと、増

やす方向にあるのでしょうか、お伺いしま

す。 

○委員長（髙橋秀樹君） 答弁、保多福祉

課長。 

○福祉課長（保多紀江君） まず介護職員

なのですけれども、各事業所、サービスの

定員とかそういうのがあって、必要な介護

職員の人数というのがあるのかなというふ

うに思っています。もちろんケアをする人

数が多ければよりよいというか、手厚いケ

アができるのかなというふうに思いますけ

れども、国のほうの基準で何人の人に対し

て何人の介護士が必要とかというふうな基

準も決まっておりますので、各事業所、各

サービスの量に応じて介護職員を確保して

いると思いますので、町が増やすとか増や

さないとかというようなところではなく

て、各事業所で必要な人数を確保している

というふうに思っています。 

 以上です。 

○委員長（髙橋秀樹君） 他に質疑はござ

いませんか。 

 ７番髙橋健一委員。 

○７番（髙橋健一君）  決算書４１ペー

ジ、企画振興費です。成果表は１９ペー

ジ。 

 移住促進事業についてお尋ねいたしま

す。移住促進事業になります。 

 この中で、移住促進のためにいろいろ努

力されているということが書いてあります

が、この移住体験モニター参加者２０組３
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３人、移住相談件数９５件、この成果が上

がっているのかどうか。これで、足寄の移

住を決めたとか、ぜひ移住したいとか、そ

ういう声が上がったかどうかお尋ねしま

す。 

○委員長（髙橋秀樹君） 松野総務課長。 

○総務課長（松野 孝君） お答えいたし

ます。 

 町としてはいろいろ移住体験、移住等サ

ポート業務等におきまして、びびっどコラ

ボレーション等に委託をして移住相談業務

等についても委託しているところでござい

まして、実際に移住相談モニター参加者等

につきましても２０組３３人と成果のほう

にも書いてございますが、令和２年度に実

績といたしましては３組６名の方が移住に

結びついております。 

 以上でございます。 

○委員長（髙橋秀樹君） ７番。 

○７番（髙橋健一君） 効果が上がったと

いうことで、これからも大いにこの事業を

進めていただきたいと思っています。 

 先日、テレビでこんなところにぽつんと

一軒家でしたか。足寄の移住者の方が紹介

されていて、これが物すごい反響がありま

して、うちもどんどん電話頂いたのですよ

ね。こういうのをきっかけにして足寄をア

ピールできるのではないかと。例えばホー

ムページに載せるとか、何とかうまく足寄

のＰＲをできるのではないかと思いますけ

れども、これについてはいかがお思いで

しょうか。 

○委員長（髙橋秀樹君） 答弁、町長。 

○町長（渡辺俊一君） お話ございました

ように、先日ですかね、日曜日でしたか

ね。テレビにも出ましたけれども、ずっと

見てましたけれども、何か足寄町というの

はなかなか出てこなくて、でもまあ知って

いる人は知っているというところなのかな

というふうに思っております。 

 いずれにしても、移住の方が少しずつ来

られているというのは間違いないのかなと

いうように思っています。それで、こうい

う体験モニターだとか、そういったものに

参加された方が一度足寄に来られて、足寄

の町見られて、少し町の人たちともちょっ

と触れ合いながら帰っていかれて、また

やっぱり足寄に来てみようかというような

ことに少しずつつながっているものだとい

うように考えております。 

 なかなか大々的にという部分はなかなか

難しいのかもしれませんけれども、いずれ

にしても移住していただける、そういう町

にならなければならないのかなというよう

に考えておりますので、いろいろな形で、

今回の部分をきっかけにということはなか

なかなりませんけれども、これから移住の

方を呼べるような、そういった取組をして

いかなければならないのかなというように

考えておりまして、なかなか今コロナの状

況でありますので、なかなか簡単にいろい

ろなところから来ていただいても、しばら

くの間、どこかでちょっと滞在していただ

かなければならないだとか、そんなことも

ありますので、なかなかすぐにはできない

のかなというように思いますけれども、い

ずれにしてもそういう取組を今後も続けて

いかなければならないのかなと思います

し、そういう仕組みづくりですね、そう

いったものをこれからも取り組んでいきた

いと考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（髙橋秀樹君） 他に質疑はござ

いませんか。 

 ２番高道委員。 

○２番（高道洋子君） 決算書のほうは７

１ページ、商工振興費。それから成果表の

ほうは５２ページと５４ページと、同じく

商工振興費関連があります。 

 ここでは、５２ページのほうは５,５００

万円、５４ページのほうは６,５１９万円と

いうことで、２つ合わせても１億２,０００

万円ぐらいですか、１,０００万円ぐらいの

１億円を超える対策費を、これは商工会を
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はじめ、それから中小規模の事業主の方と

か、それからまた町民向けとか、頑張ろう

足寄プレミアム券とか、様々な形で町民の

方にお配り、また支援しております。 

 これはまだコロナが続く限り、これ全部

国のお金でもあったり、また一部一般財源

としても２,５００万円とか、３９０万円と

かというふうにして、町からも持ち出しが

あるわけですが、大変これは皆さん喜んで

いることは間違いないのですけれども、皆

さんの反応ですね、どういった費用対効果

といったらおかしいのですけれども、間違

いなく効果はあるのですけれども、どうい

う反応があるでしょうか。まず、例えば少

ないとか、多いという人はいないのですけ

れども、頂く時期の問題とかいろいろ様々

な、アンケートも取っていると聞いており

ますが、どういう結果なのでしょうか。 

○委員長（髙橋秀樹君） 加藤経済課長。 

○経済課長（加藤勝廣君） コロナの関係

でいろいろな支援を昨年行っておりますけ

れども、成果と言われますと数字的なもの

はなかなか示せないのかなと思いますが、

事業継続支援金とかという部分でいけば、

コロナで関係した離職したとか廃業になっ

たという部分でいけば、そういった方はい

ないということで押さえておりますので、

効果としてはあったのだろうなと考えてお

ります。 

 あと、時期とか、支出の時期とかという

のはやっぱり国の支援金があって、北海道

の支援金があって、それに該当しない部分

が町の支援金として出すという形を取って

おりますので、そういったことであれば国

の支援金がいろいろ終わった後になってし

まうという部分もあったりするので、多少

遅れた部分はあるかとは思っております。 

 以上です。 

○委員長（髙橋秀樹君） ２番高道委員。 

○２番（高道洋子君） この支援金につい

て、もう少しあったらありがたいとか、そ

ういう声は拾っていますでしょうか。 

○委員長（髙橋秀樹君） 加藤経済課長。 

○経済課長（加藤勝廣君） 町の支援金の

ほうなのですけれども、売上げ、前年度令

和元年度と比べて売上げが落ちた方という

形でやっているのですけれども、その中で

いくと、上限が１００万円だったりするの

で、かなりそこをなかなかピンポイントで

いくというのはなかなか難しくて、いろい

ろ考えてはいるのですけれども、その部分

で足りている人もいれば、やっぱり足りて

ない部分もあるというのは十分承知はして

おりますので、そういったところで多分今

年もあると思うのですが、今後あると思い

ますけれども、そういった部分で多分足り

ていない方という部分を押さえながら、ど

ういった支援をしていけばいいのかという

ことは考えていかなければならないかなと

思っております。 

○委員長（髙橋秀樹君） ２番高道委員。 

○２番（高道洋子君） それは１００％こ

れであれするということはもう厳しいし、

幾らかでも頂いたほうがありがたいことは

もう間違いないので、喜ばしいことだなと

いうふうには押さえております。 

 よく聞かれたことは、特に商工関係の人

などにも、どういうふうにして、高齢者が

足寄町には結構事業主さんが高齢世帯の人

が多くて、その申請の仕方が大変難しいと

か、１００万円頂いたけれども税金に大変

かかったとかいろいろ、でも税金と言われ

ても、頂いたお金よりは取られることはな

いのだから、あとしかしそれは１００％経

費がかからないから結構大きいのですね、

率が、税率というか。だからそういうこと

もいろいろ様々な声も聞いております。 

 何とかそういう申請しやすい方法とか、

またアドバイスに行くとか、何かそういう

申請しやすい方法ですね、そういう方法も

考えていってほしいな。せっかくの国のお

金であり、せっかくの町のお金でもあるも

のですから、そこを創意工夫、また単価も

上げていけれるような。単価といえば、本
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別にお友達が私もおりまして、本別の人の

お話を聞いたのですけれども、足寄町では

昨年ね、今年ですか、５０％という率の１

万円の券を買ったら５,０００円が余分につ

いてくる。最高だと思っておりましたら、

本別では１００％ということで、１万円を

買ったら１万円のお買物がアルファとして

買えると。それがすごく好評であって、そ

れを好評だったものですから２回やったと

いうことで、本当に助かったという話も聞

いております。だから、それはプレミアム

率の合戦ではないですけれども、そういう

町村の動きも見ながら、またそういう、よ

りみんなが喜ぶ、そういう支援をしていた

だきたいと思いますがどうでしょうか。 

○委員長（髙橋秀樹君） 加藤経済課長。 

○経済課長（加藤勝廣君） 本別のほうで

１００％のプレミアムのついた商品券を出

してということでありますけれども、それ

については飲食店に限った形でということ

で出されていると聞いております。あと、

プレミアムの商品券でいけば本別町さんで

いけば３０％の商品券を出しているという

ことであれば、プレミアム率の競争ではな

いですけれども、足寄町でいけばプレミア

ム商品券は５０％のプレミアム率というこ

とでなっておりますので、足寄町自体でい

くと飲食店に限ったものは出してはいませ

んけれども、プレミアム商品券で飲食店で

も使用が可能ということになっております

ので、今後プレミアム率を上げるというこ

とについてはちょっと考えておりません。 

 以上です。 

○委員長（髙橋秀樹君） ２番。 

○２番（高道洋子君） でも本別は町民み

んなにそれは行き渡ったのですよね。たま

たまそれは飲食店街で使えると、に限ると

いうことですね、使うのが。そういう券と

いうことですよね。どこで使っても町民に

とってはうれしいことなのですね。 

 今、課長の答弁ありましたけれども、町

長にも伺いたいと思います。そういったよ

り有利な、そういうお楽しみのプレミアム

券をどうお考えかお伺いします。 

○委員長（髙橋秀樹君） 答弁、町長。 

○町長（渡辺俊一君） プレミアム率、商

品券のプレミアム率のお話かというように

思いますけれども、足寄町で５０％という

ことで商品券２回発行させていただいてお

りますけれども、この後もまた予算が通れ

ばですけれども、また発行する予定をして

おりますが、これは５０％です。もちろん

プレミアム率が高ければ高いほど町民の方

にとってはいいことではありますけれど

も、やはりそれぞれ自分たちが使う部分で

ありますので、プレミアム高ければ高いほ

どいいというのは確かにありますが、やは

り限界というのはありますし、予算という

のもありますし、というのがやっぱりある

のかなというように思っています。 

 それは町としては、足寄町としては５０

％で何回かもう既に出していますし、この

後も予定としては出す予定してますけれど

も、それぞれ町の考え方であったり、それ

ぞれの町の事情だとか、そういったものも

あるのかなというように考えているところ

であります。足寄町としてはそういった意

味では、５０％なのかなというように思っ

ています。 

 今までも２０％とか３０％とか４０％と

かと、プレミアム率だんだんだんだん高

く、過去にずっと遡っていけば、もともと

昔、かなり前には１０％ぐらいのことも

あったし２０％のときもあったしというよ

うなことであるのですけれども、これは

やっぱり高いにこしたことはないけれど

も、ではどれだけ高くすれば満足していた

だけるのかといった部分でいくと、やはり

限界というのはやっぱりあるのかなという

ように思っています。この後、例えば、こ

れも予算の、予算というかたまたま今回国

からの交付金などもあって、そういうもの

も活用しながらやらせていただいて、足寄

町としては５０％となっていますし、本別
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町さんでは１００％ということもあります

けれども、この後例えばそういう国からの

支援がなくてもそういうのをしなければな

らないとなったときに、町としてそうした

らまた１００％出せるのかというと、なか

なかそうはならないのかなというように思

いますので、やはり一定の限度というのが

あって、足寄町としては５０％なのかなと

考えているところでありますので、御理解

いただければというように思います。 

 以上でございます。 

○委員長（髙橋秀樹君） ２番。 

○２番（高道洋子君） 理解しました。 

 ５０％を何回に分けて、時々やっていた

だいたらなおありがたいと思っておりま

す。 

 一つ問題がございまして、私も知ってい

る、仲よくしている方に生保、生活保護を

受けながら親子３人で本当に頑張って生活

している方がいます。その人たちに、この

間５０％の来たのだよ、どうしたいという

ことで聞きましたら、分からないと言うの

ですよね、そのことが。何のことというこ

とで。こういう袋来たでしょうということ

で見せて、そうしたらやっぱり新聞のあれ

と一緒に捨ててしまって、役場からのあれ

だから何か難しいことかなと思って捨てた

ということで、結構そういう人が、その３

人、取りあえず３人、残念だったといって

何回も３人して言うのです。そんなすばら

しいのを見過ごしたということで、そうし

たら今度そういう役場から難しい、茶色の

封筒来たら必ず電話ちょうだいということ

で、もったいなかったねということで。そ

ういう人も中にはいるわけですよね、町民

の中に。だから何かもうちょっといい方法

ないかなと。見過ごしたほうが悪いのです

けれども、それ以上の周知徹底方法ないと

言われればそれまでなのですけれども、

せっかく５０％もったいなかったなという

ことで、何件か押さえていますか。そうい

うのは町では押さえられませんか。そうい

う人もいたということで、何かより徹底し

やすい、活用しやすい方法を今後またあり

ましたらばアイデアが、よろしくお願いし

たいと要望しておきたいと思います。町

長、何かありますか。 

○委員長（髙橋秀樹君） 渡辺町長。 

○町長（渡辺俊一君） 今回のプレミアム

商品券の案内もそれぞれ各戸に封筒に入っ

て、商工会さんから配られたと、配布され

たという形になっています。ですから、必

ずその家には届いているはずなのですよ

ね。それをやっぱり見ないという部分も確

かに、見ないで何か分からない、何かいろ

いろとダイレクトメールだとかいろいろな

もの来るので、そういったものと一緒なの

かなと思って投げられるという方もやっぱ

り中にはいらっしゃるのだろうというよう

に思います。それ、投げたか投げてないか

というのはちょっと把握はしてございませ

んけれども、また把握する方法もなかなか

ございませんけれども、やはりいろいろな

形で重要な書類が届くというのは、このプ

レミアム商品券だけではなくて、町からも

いろいろな部分でいろいろなお手紙が届く

こともいっぱいありますし、そういった部

分はきちんとやっぱり中見ていただくとい

う、中見ていただいて本当にこれ投げても

いいものなのか、やっぱりこれは重要なの

でとっておかなければならないのかなとい

うのはきちんと見ていただくという、そう

いう意識づけというのか、町民の皆さんに

もそういうことをお願いしたいなというよ

うに思っています。 

 いろいろな方法で周知する、それは方法

はいろいろあると思います。ダイレクト

メールみたいに、そのことで送るというの

もありますし、広報で出すというのもあり

ますし、それから住民チラシだとか、自治

会の回覧のチラシだとか、それから新聞の

折り込みチラシだとか、いろいろな方法あ

りますけれども、でもやはり見ていただか

ないと、どれにしてもやっぱり見ていただ
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かないと分からないということになります

ので、やはり町民の皆さんにもぜひいろい

ろなもの来るけれども、やっぱりちょっと

だけ中見たほうがいいよということで、議

員の皆さんもそういう方がいらっしゃった

ら今後はちょっとだけ中見て、もしも分か

らなかったら問合せ先は大体書いてあると

思いますので、中身が分からなかったらに

そこにちょっと連絡するだとか、そういう

意識づけというか、習慣づけというか、そ

ういったものをぜひしていただければあり

がたいなというように思っています。 

 以上でございます。 

○委員長（髙橋秀樹君） それでは、ここ

で休憩のため、１１時１５分まで暫時休憩

をいたします。 

午前１１時０３分 休憩 

午前１１時１５分 再開 

○委員長（髙橋秀樹君） 休憩を閉じ、会

議を再開いたします。 

 他に質疑はございませんか。 

 ８番川上委員。 

○８番（川上修一君） 決算書は５５ペー

ジ、４目の僻地保育所費ですね。それか

ら、成果報告書は３１ページをお願いしま

す。 

 螺湾保育所に空調設備を設置したという

件でございます。空調に関しては、また一

般質問もさせていただいたのですけれど

も、今回２４２万円で設置をされたと。そ

れで、令和２年の何月ぐらいに設置完了し

て、実際に稼働、使用された日数ですと

か、電気代がどのぐらい増えたかというと

ころが分かればお聞きいたします。 

○委員長（髙橋秀樹君） 保多福祉課長。 

○福祉課長（保多紀江君） まず設置の時

期なのですけれども、夏が暑い時期が来る

前に設置をして、夏の暑い時期には使わせ

ていただいて大変助かったというふうに聞

いております。 

 また、電気代なのですけれども、今

ちょっと詳細は持っておりません。申し訳

ございません。 

 以上です。 

○委員長（髙橋秀樹君） ８番川上委員。 

○８番（川上修一君） 喜んでくれている

ということを伺えれば、それで結構でござ

います。 

 実は僻地保育所３か所あるのですけれど

も、上利別だけないということで、今後考

えていただきたいと、イエローカードの質

問だと思うのですけれども。 

○委員長（髙橋秀樹君） 保多福祉課長。 

○福祉課長（保多紀江君） 今おっしゃる

とおり、僻地保育所の中で上利別保育所だ

けないというようなお話なのですけれど

も、実は過去に保護者の方から寄附を頂い

て設置をした古いエアコンが設置されてお

りまして、ただ保育室のほうに設置をして

いるわけではなくて、お昼寝をするお部屋

にだけ設置をしているというふうに聞いて

おります。今年に関しましてはポータブル

エアコンを持っていったりとか、昨年もで

すけれども、扇風機を持っていったりして

対応はしているのですけれども、今後

ちょっと調査をしていきたいなというふう

に思っております。 

 以上です。 

○委員長（髙橋秀樹君） ８番川上委員。 

○８番（川上修一君） そういうことであ

れば結構かなと。 

 それで、委員長に止められる前に言って

しまいますけれども、大きな子供が遊んで

いるところは設置するといってもお金が

いっぱいかかると思うし、議員懇談会で話

したときも地元の方から集落センター、そ

んな大きな修理するのだったら建て替えの

必要ないみたいな建設的な御意見も頂いて

いるのです。それで園児も少ないので、大

きなところをやるのではなくて、今保母さ

んの寄附でお昼寝の小さな部屋ありますよ

ね。私の娘も世話になったので分かるので

すが、そこのもしエアコンが壊れたような

ときにぜひ考えてほしいなということで、
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質問を終了いたします。 

○委員長（髙橋秀樹君） 他に質疑はござ

いませんか。 

 ５番田利委員。 

○５番（田利正文君） 決算報告書の５３

ページ、成果報告書２８ページ、７目の地

域支援事業費について伺います。 

 足寄町の医療と介護・保健福祉連携シス

テムの重要な施設だということだと思うの

ですけれども、入所者の数ですね。それの

経過と現状はどのようになっているのか、

お願いをしたいと思います。 

○委員長（髙橋秀樹君） 保多課長。 

○福祉課長（保多紀江君） こちらで支出

をしている補助金の三意会への介護老人保

健施設の補助金の関係での御質問かと思い

ますけれども、入所者の状況といたしまし

ては、令和２年につきましては、平均４４

人の方が月末の人数ですけれども、平均４

４人の方が入所されておりました。令和３

年度現在、現在は８月の末で４６名の方が

入所されているというふうに聞いておりま

す。 

 以上です。 

○委員長（髙橋秀樹君） ５番田利委員。 

○５番（田利正文君） この援助システム

が始まったときでしたでしょうかね。何回

か議論したと思うのですけれども、利用者

人数がいて、そしてここの施設に入るべき

人数が何ぼと決まっていて、なかなかそれ

はカバーできなかったときありましたよ

ね。それはカバーできているのかどうかと

ちょっとお聞きしたかったのですけれど

も。４名だか足りないとか言っていました

でしょう。 

○委員長（髙橋秀樹君） 保多福祉課長。 

○福祉課長（保多紀江君） 以前、まず当

初の利用見込みは４８人というふうに設定

をしておりました。現在は４６人ですの

で、２人、人数だけで見ますと２人不足し

ております。また、令和２年度につきまし

ても４４人、平均４４人ということで、こ

ちらのほうも利用、当初の見込みには至っ

ていないということになっております。 

 以上です。 

○委員長（髙橋秀樹君） ５番田利委員。 

○５番（田利正文君） 施設側のほうと、

あるいは福祉課になるのか、町長になるの

か分かりませんけれども、定期的な懇談と

いうのでしょうか、協議というのでしょう

か、そんなのがやられてはいるのでしょう

か。 

○委員長（髙橋秀樹君） 保多福祉課長。 

○福祉課長（保多紀江君） 町と老健のほ

うの協議の関係なのですけれども、まず入

所者の関係につきましては、今年度コロナ

の関係もありましてなかなか開催すること

は難しかったのですけれども、今年度１回

開催しているところです。また、町長との

懇談等につきましては、必要に応じてさせ

ていただいております。 

 以上でございます。 

○委員長（髙橋秀樹君） ５番田利委員。 

○５番（田利正文君） 先ほど冒頭に言い

ましたけれども、足寄町としても重要な施

策の施設ですから、やめたと言われても困

りますし、廃業されても困るという状況に

あるから、物すごい微妙なというか、痛し

かゆしだと思うのですね。一般的にいえ

ば、金を出しているでしょうから口も出す

よというふうにはならないと思うのですけ

れども、その辺のところをきちんとした協

議されていて状況をきちんとつかんでい

て、議会にそれなりの状況を報告していた

だきたいというふうに思いがあります。 

 以上です。 

○委員長（髙橋秀樹君） 答弁は要りませ

んか。 

 渡辺町長。 

○町長（渡辺俊一君） 三意会さんとの協

議というのは定例的というわけではないの

ですけれども、必要な都度お話をさせてい

ただくというような形にさせていただいて

おります。 
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 今お話ありましたように、昨年も報告さ

せていただいておりますけれども、経営状

況、１年間の経過含めて議会のほうに報告

させていただきながら、今の状況というの

を説明させていただいていますので、今年

についてもそういう形でまた別な機会に報

告をさせていただくようなことになるのか

なというように思っております。 

 状況的にいきますと、なかなか当初予定

していた４８人というような計画になかな

か達しないという部分も当然あります。な

かなか経営的にもやっぱり人数がきちんと

入っての計算でいくとそうなりますけれど

も、なかなか厳しいというところ。それか

ら、なかなか先ほど介護士さんの確保の問

題などもありましたけれども、そういうよ

うなことで、なかなか確保するのも最近だ

んだん難しくなってきているというような

状況だとか、そんなこともちょっとお話聞

かさせていただいたりとかしておりますの

で、なかなか町からの支援で十分にいけて

るかというといけてないと、なかなか苦戦

をしているよというような状況なのかなと

思っておりますが、いずれにしても、また

別な機会に報告をさせていただきたいとい

うように思っています。 

 以上でございます。 

○委員長（髙橋秀樹君） ５番田利委員。 

○５番（田利正文君）  施設が健全にと

いったらいいのでしょうかね、うまく回っ

ていればいいのですけれども、人数が４８

名のところ４６名、ずっといっていて結局

年間通すとまた赤字になるよということで

は困るのだと思いますので、それがうまく

経営努力も含めて転がっていくのかなと、

そこのところがどうなのかというところが

分かればいいのかなと思っているのですけ

れども、その辺はどうなのでしょうかね。 

○委員長（髙橋秀樹君） 答弁、町長。 

○町長（渡辺俊一君） 先ほど福祉課長の

ほうからもお話、説明させていただきまし

たけれども、令和２年度は平均すると４４

人だとか、それから令和３年の８月末では

４６人ですよというようなことを報告、先

ほど説明させていただきましたけれども、

やっぱりそういうことを考えていくとなか

なか、町からの支援もしてますけれども、

なかなか苦戦している部分やっぱりあるの

かなというように思っています。 

 そういうことも含めて、また説明させて

いただくような機会をつくりたいというよ

うに思っています。 

 以上でございます。 

○委員長（髙橋秀樹君） 他に質疑はござ

いませんか。 

 ６番熊澤委員。 

○６番（熊澤芳潔君） 質問させていただ

きます。 

 ７０、７１なのですけれども、土地計画

の公園管理費について質問させていただき

ます。 

 それで、ここで７,７８１万３,０００円

の決算ということなのですけれども、この

中でシバザクラだけの決算といいますか、

経費といいますか、委託ですか、そういっ

たことの経費について、シバザクラだけで

お答えをお願いいたします。 

○委員長（髙橋秀樹君） 増田建設課長。 

○建設課長（増田 徹君） 熊澤委員のフ

ラワー園にかかる費用はということでよろ

しいでしょうか。 

 フラワー園にかかる費用は決算額で２８

６万円になっております。 

 以上でございます。（発言する者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 熊澤委員、もう

一度お願いいたします。 

○６番（熊澤芳潔君）  公園といいます

か、フラワー公園と言わなかったような気

がして、シバザクラの関係で何年ぐらいあ

そこはたったのかお聞きします。 

○委員長（髙橋秀樹君） 増田建設課長。 

○建設課長（増田 徹君） 熊澤委員の質

問にお答えします。 

 フラワー園がどのぐらい経過しているの
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かということなのですけれども、実際に設

置されたのは町民の有志の方が昭和５０年

代後半ぐらいだと思うのですけれども設置

を、つくっていただきました。その後、町

で管理するようになりまして、それから平

成６年から一応花園再整備業務というよう

な形でフラワー園を再整備をしながら、

後々の維持管理、それから平成何年だ、平

成２５年ですね、すみません、時間頂きま

した。２５年にまた再整備と、社会資本整

備効果促進事業を使いながら整備をして現

在に至っているところでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（髙橋秀樹君） ６番熊澤委員。 

○６番（熊澤芳潔君） なぜお聞きしたか

といいますと、シバザクラのところを見て

も、費用対効果、今現状はゼロなのかな

と、ゼロに等しいのかなという状態になっ

ているのですよね。ですから、そういった

意味で、今後どうするのかいうのもあるの

ですけれども、いずれにしても、現状は私

もあそこいつも通るのですけれども、毎年

見させてもらっているのですけれども、前

にも一般質問したのですけれども、そう

いった意味では、全然改善させていないと

いうことは、毎年草取って、そして新しく

移植して、そして春になったらまだまだ小

さいですから、きれいに花が見えない。そ

してそれを繰り返しているだけで、依然と

して、東藻琴のことを見るものですから

ね、余計だと思うのですけれども、きれい

にならないというのが現状ですので、そう

いった意味では、どういう考え方、その中

のスケジュールというのをつくって、そし

て業者に委託をしていると思うのですけれ

ども、そのスケジュールというのはどう

なっていたのか、ちょっとお伺いいたしま

す。 

○委員長（髙橋秀樹君） 増田建設課長。 

○建設課長（増田 徹君） フラワー園の

関係は、本当に田利さん、議員から一般質

問のところで答弁させていただいたところ

なのですが、昨年のときだと思うのです

が、今後どうなるのだということでいろい

ろ芝のほうのやつを専門家に一度見てもら

えということで見てもらった結果、いろい

ろな不都合等々があって、そこを改善しな

がらということで、ただし大きな費用をか

けないでできる限り上手に改善していこう

ということで、今年度さらに整備の状況を

考えてきたところです。 

 そして、フラワー園につきましては、今

まで全体に、フラワー園全体をシバザクラ

でというような形で整備のことを考えてい

たのですが、今年から少しゾーニングをし

て、小さなゾーンでシバザクラを整備をし

て、状況を把握していこうというような形

で考えております。その結果を早期に御報

告したいところだったのですけれども、今

年初めて状況を見ることにより、なかなか

今年についてはやっと１年目、新たなやり

方でスタートしたものですから、上手な成

果が出ていないということもありまして、

今年はシバザクラのところを移植したり、

草の抜き方等も変えながら進めていって来

春さらに、進めていった結果、昨年よりは

シバザクラのほうも少し元気になってきた

かなというところもありますので、そう

いった元気になるような形で進めて、そし

て費用はなるべく抑えながらやり方を考え

ていきたいということにしております。 

 以上でございます。 

○委員長（髙橋秀樹君） ６番熊澤委員。 

○６番（熊澤芳潔君） 若干今お話聞いた

のですけれども、現状の状態若干変えても

恐らく同じになるのかなと、要するにシバ

ザクラの花畑でなくて雑草の畑になるのか

なというふうに思うのですけれども、それ

は改善しながらやることについてはよろし

いかと思うのですけれども、そのスケ

ジュールといいますかね、そういったもの

をきちんとつくって、そして業者に委託す

ると。町としては考え方がないからお任せ

するということなのか。そこら辺はどうな
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のですか。 

○委員長（髙橋秀樹君） 増田建設課長。 

○建設課長（増田 徹君） お答えをいた

します。 

 スケジュールは、大きなスケジュールは

組んで進めているところです。なので、先

ほど申しましたように、ゾーニングしてま

ず１か所をやって、その状況を把握してど

うしていくかという、まずはそこのところ

をきちんと進めて芝の状況を含めて観察し

ながら進めていきたいということで、今年

度はその小さなところをまずやって、少し

元気になってきましたよということで、来

年度についてはさらにそこのところが元気

になるような形、それからその他で土壌だ

とかもきちんと把握をしながら進めていき

たいというふうに考えております。御理解

のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（髙橋秀樹君） ６番熊澤委員。 

○６番（熊澤芳潔君） 分かりました。 

 そうすると、新たにそういった部分では

改善をしながらやっていくよということな

のですけれども、、今まではそういったス

ケジュールみたいのはなかったのですか。 

○委員長（髙橋秀樹君） 増田建設課長。 

○建設課長（増田 徹君） お答えをいた

します。 

 今まではそういった計画はなかったのか

ということなのですけれども、一応シバザ

クラを再整備をしてから、計画的にきちん

と管理しましょうということで管理をして

きたところですが、台風の影響だとかいろ

いろな状況でだんだんシバザクラが弱って

いったり、なおかつプラスして管理状況も

含めて、あまりにもきれいに管理したのも

一部原因があるのでないかというような形

で、シバザクラの根が大分弱ってきたとい

うことで今の現状になってしまったと。昨

年からはその辺を勘案して、きちんと芝の

根は大事にしながら草については出てきた

のを除草しながらというような形で管理し

ていこうという方向にシフトしながら進め

てきたというような状況ですので、御理解

のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（髙橋秀樹君） ６番熊澤委員。 

○６番（熊澤芳潔君） 分かりました。 

 しつこいようですけれども、いずれにし

ても去年の関係のできた場所が今は、私は

どこなのか分からないのですけれども、雑

草畑になっていますよね。これからその草

を取るのかどうか分かりませんけれども、

全面的にもう草だらけですから、そういっ

た意味ではどこだか分かりませんけれど

も、そういったこことも含めてきちんとス

ケジュール立てて、業者の方に委託すると

きには、こういうことできちんとやってく

ださいということにしないと、いつまで

たっても変わらないのかなと。これ何十年

もこれ費用を、去年の２８１万円ですか、

これももうゼロに等しいわけですから、こ

れ新しくするということは。そういうこと

を十分に検討しながら、今度は間違いなく

きちんとシバザクラが見えるような形で

やっていただきたいなと思いますけれど

も、町長よろしくお願いします。 

○委員長（髙橋秀樹君） 渡辺町長。 

○町長（渡辺俊一君） 先ほど建設課長の

ほうからも御説明させていただきましたけ

れども、今まで災害の関係ですとか、それ

から害虫コガネムシの関係ですとか、そん

なこともあってなかなかきれいにシバザク

ラがつかないという、花が咲かないという

ような時期がございまして、そういうこと

もあって、一度きちんと植え替えしたりだ

とか、それから雑草の管理だとか、そう

いったものをやってシバザクラを復活させ

ようということで何年か前から、平成２５

年ぐらいから少しお金もかけて整備をして

きたという状況になっています。ただ、

やっぱりなかなか管理の仕方の問題もやっ

ぱりちょっとあったのかなというように思

いますけれども、そういったところでなか

なかうまくシバザクラが定着してこなかっ

たという状況で、熊澤議員さん言われるよ
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うに雑草もかなり多くなってきて、シバザ

クラがきれいに見られないというような状

況になっているというのは現状だというよ

うに思っております。 

 そんなことで、今、今年公園の中全体を

見ながらなかなかシバザクラでもきちんと

つかないよと、つけてもやっぱり雨だとか

で流されたりだとか、そんなこともあって

なかなかつかないよという場所もあった

り、なかなか山全体をシバザクラで整備し

ようというのはなかなか難しいのではない

かというようなことも言われておりまし

て、シバザクラはここだったらシバザクラ

大丈夫だねというようなところだとか、

やっぱり樹木を植える部分だとか、それか

らコケだとかも何かあるらしくて、コケだ

とかも鑑賞できるような場所だとか、何か

いろいろなところがあの山の中にあるらし

くて、そういったものを少しゾーニングと

いいますか、ここはシバザクラを少し植え

るところだとか、コケ見るところだとか、

樹木を植えるところだとかというような形

のゾーニングをして整備をしていこうと。

だから全体的にシバザクラで埋めようとい

うのはちょっとやっぱり難しいのだろうと

いうようなことを言われておりますので、

そんなことも考えながら今後フラワー園と

いう名前ですけれども、フラワーはシバザ

クラだけではなくてそういうものも何かい

ろいろと見れるような、そんな場所に変え

ざるを得ないのかなと。もともと構想して

いたシバザクラでというところにはちょっ

となかなかならないのかもしれないなとい

うところで、計画を今後立てさせていただ

きながら、それから里見が丘公園の中のフ

ラワー園という、あの展望台などもありま

すし、そういった意味でどういう位置づけ

にしていくのかと、あの里見が丘公園の中

でですね、そういったことも考えながら今

後の整備していかなければならないのかな

というように考えておりますので、まだ本

当調査結果だとかそういったものがきちん

とまとまれば、議会にも報告をしてという

ように思っておりますけれども、今後そう

いう形で少しフラワー園とはちょっと違

う、今までのフラワー園とはちょっと違う

形で整備をしていきたいなというように考

えております。もう少しお時間頂ければと

いうように思います。 

 以上でございます。 

○委員長（髙橋秀樹君） ６番熊澤委員。 

○６番（熊澤芳潔君） 分かりました。 

 心強い感じはするのですけれども、

ちょっとだけれども、失礼なのですけれど

も、一回行ってみてください、行ってみま

したか。行ってみて初めてこれから想像す

るのですから、現状を見てもらって、そし

て進めてください。 

 以上です。よろしくお願いします。 

○委員長（髙橋秀樹君） 他に質疑はござ

いまませんか。 

 １１番木村委員。 

○１１番（木村明雄君） それでは、決算

書６５ページ、成果表３７ページ。この６

次産業推進事業、地域おこし協力隊、これ

についてお伺いをいたします。 

 昨年はイチゴ生産をする協力隊３名、

チーズ製造活動をする協力隊１名、農業人

材育成事業において、畜産部門で１名、畑

作部門で１名、計６名を委嘱したわけです

が、これについて具体的な説明をお伺いい

たします。 

○委員長（髙橋秀樹君） 加藤経済課長。 

○経済課長（加藤勝廣君） 昨年度ですけ

れども、農協のチーズ工場のほうに製造に

係る形で１名の派遣を行っております。あ

と、イチゴを生産しているぬくもり農園の

ほうに３名ですね、生産に係る形で３名

行っております。あと２名、農業人材育成

ということで、びびっどコラボレーション

のほうに畜産支援ということで１名という

ことと、畑作支援ということで１名の方、

トマトをつくっていたりする方ですけれど

も、派遣しております。 
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○委員長（髙橋秀樹君）  １１番木村委

員。 

○１１番（木村明雄君） そこで、これか

らお聞きして、伺っていきたいと思いま

す。 

 各自、生産、製造技術を学ぶ期間は何年

なのか。この辺についてちょっとお伺いし

たいと思います。 

○委員長（髙橋秀樹君） 加藤経済課長。 

○経済課長（加藤勝廣君） 地域おこし協

力隊につきましては、基本単年度契約とい

うことになっておりまして、最長３年間継

続することができるということになってお

りますので、採用から最長は３年間という

ことになります。 

○委員長（髙橋秀樹君）  １１番木村委

員。 

○１１番（木村明雄君） ３年間、分かり

ました。 

 次にお伺いをいたします。 

 これについて、年齢は問わないのか。ま

た今ここで研修というのかな、協力をして

くれている方々男女どのぐらい、男女別、

これについてもちょっとお伺いをしたいと

思います。 

○委員長（髙橋秀樹君） 加藤経済課長。 

○経済課長（加藤勝廣君） 令和３年度採

用というか、やっている方でよろしいので

しょうか。（「はい」と呼ぶ者あり） 

 令和３年度ですと、チーズ工場の方は今

年の３月３１日で終わっておりますので、

３年度でいきますと、女性の方が４名、男

性の方が１名ということになっておりま

す。 

○委員長（髙橋秀樹君）  １１番木村委

員。 

○１１番（木村明雄君） ここで、６名と

あるわけなのだけれども、女の人が、女性

が４名、男が１名といったら、４、５、１

名足りないような気がするわけなのだけれ

ども。 

 まず、この協力隊の方々は地元町内の

方々なのか、それともどこからか町外から

いらしているのか、その辺についてもお伺

いをしたいと思います。 

○委員長（髙橋秀樹君） 加藤経済課長。 

○経済課長（加藤勝廣君） 今申し上げた

人数につきましては、令和３年度の今現在

働いている方ということですので、昨年度

であれば男性が２名と女性が４名というこ

とで６名ということになっております。 

 地域おこし協力隊ですけれども、制度

上、足寄町内の方は採用できないですね。

過疎地域から来る方も基本的には採用でき

ないので、大都市圏というところから移住

してこられるという方が対象となりますの

で、以上です。 

○委員長（髙橋秀樹君）  １１番木村委

員。 

○１１番（木村明雄君） そこで、またお

伺いをしたいと思います。 

 近年我が町も人口減少が進んでおりま

す。町外の方が現在我が町に、足寄町で地

域おこし協力隊のメンバーとして活動して

いただいているところでありますが、これ

には本人の希望もあるとは思いますが、協

力期間が終わってもこの町にとどまってほ

しいと私は心から願うところであります。

そこで、人口減少問題、先ほど髙橋議員が

これは決算書４１ページの移住促進事業、

それらと関連をいたしまして、移住・定住

問題、これらを考慮した中で現在、我が町

が活動している協力隊メンバーが、メン

バーに対して、手っ取り早く考えられるこ

とは、活動期間が終わっても、ふるさとへ

帰らないで我が町足寄町にとどまっていた

だく、そんな施策を考えているのか。また

は、施策があるのか。その辺についてお伺

いをいたします。 

○委員長（髙橋秀樹君） 加藤経済課長。 

○経済課長（加藤勝廣君） 今まで協力隊

として来て、任期が３年間終了した方です

けれども、約１０名おります。その中で、

足寄にそのまま移住された方というのは９
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名、１人がちょっと体調の関係でリタイア

されまして実家のほうに帰られたというこ

とでありますけれども、１０名のうち９名

は足寄町に残っているということでござい

ます。 

 あと、現在今働いている、協力隊として

働いている方ですけれども、施策といいま

すか、一応基本的には来ていただいたら本

人がどうするかということは考えていただ

くことが基本となりまして、それに対して

町ですとかそこの派遣している事業所です

とか、そういったところが協力して本人が

何をしたいのか、どういった支援ができる

かというのを相談しながら定住に向けて進

んでいくということになろうかと思いま

す。 

○委員長（髙橋秀樹君） １１番木村委

員。 

○１１番（木村明雄君）  これについて

は、町外の方だということだから、これは

やはりせっかく足寄町に来て、そして研修

をすると。そして、活動期間が終わっても

帰ってしまうということはなるべく避けた

い。何とかとどめておきたい。そんなふう

に私も思うところでございます。そんなの

で、最後に町長にその辺についてお伺いを

したいと思います。 

○委員長（髙橋秀樹君） 渡辺町長。 

○町長（渡辺俊一君）  地域おこし協力

隊、基本的には３年間、都会のほうから足

寄に来られて３年間いろいろなことをやり

ながら、できれば地元に定着できるように

ということでの、そういう制度であります

ので、３年間の中で次足寄町で何か仕事を

見つけるだとか、仕事を起こすだとか、そ

ういったことで足寄に来ていただいて足寄

でその後も、３年間の地域おこし協力隊と

しての任務が終わった後、足寄で残ってい

ただきたいということでやっております。 

 その３年間の中で、その人が次何を足寄

町でやりたいのかというようなことをいろ

いろと模索しながら、次、足寄に残って何

をやろうというようなことでいろいろと本

人とも話をしながら、ではそのためにこん

な資格を取ったらどうだろうかだとか、そ

んなことをこの３年間の中でやっていくと

いうような形でやっておりますので、町と

してはできるだけ地域おこし協力隊として

足寄に来ていただいた方には、その後も引

き続き残っていただくというような形で、

その３年間の中で次の仕事をどういうもの

があるのかというのを見つけながら残って

いただくというような形にしております。 

 例えば、その３年間終わった後、その方

が何か事業をやりたいというようなことが

あれば、そういった支援も町としてはやっ

ているところでありまして、先ほど話もあ

りましたけれども、１０人くらいの方が地

域おこし協力隊として足寄に来られて、そ

の方のうち９人の方が足寄に残って仕事を

されているということでありますので、や

はり今後も地域おこし協力隊として来てい

ただく方については、いろいろな仕事をし

ていただきますけれども、その中で足寄で

やれる、足寄でその方がやれること、そう

いったものを一緒に探しながら、町として

も支援をしていきたいなというように思っ

ているところであります。 

 以上でございます。 

○委員長（髙橋秀樹君） 他に質疑はござ

いませんか。 

 ５番田利委員。 

○５番（田利正文君） 決算書の７７ペー

ジ、６番議員の関連でちょっとお伺いしま

す。 

 フラワー園については建設課のほうでい

ろいろ御努力されているというのは分かっ

ておりますが、前に聞いたときに、こうい

う答弁があったのですけれども、足寄町の

入り口、正確に言えば、上士幌から言えば

芽登になるのですけれども、一番大きいと

ころで言えば、近いところで言えば里見が

丘の公園のところだと、言わば足寄の顔だ

と。売りになる土地だと思うと、地域だと
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思うというふうに当時答弁されていたので

すね。 

 そこのところが、住宅街というか、商店

街というのでしょうか、あそこ今大変な状

況になっていますよね。全部だめだとなっ

ているわけではないけれども、今はまだい

いと思うのです。あと１０年見てほしいの

ですよ。１０年先どうなりますかというこ

となのですよ。だから、今から考えて、あ

そこをどうするのか、どうしたいのかとい

うことを、町としての構想もきちんと明ら

かにしておいて、そこに今住んでいる方と

のいろいろな協議、合意もしながら、どう

するかということを今から考えておかない

と、５年後、１０年後になって、あそこ廃

屋だらけになってしまったら、もうどうに

もなりませんよね。顔どころではなくて、

上にドライブインが潰れているのが、あれ

がどっと降ってくるような感じになってき

てしまうのではないかという思いがありま

して、そこのところを今でもこんなふうに

こうやってというふうに、大ざっぱでも検

討されているのかどうかというのをちょっ

と伺いたいと思いますが。 

○委員長（髙橋秀樹君）  渡辺町長、答

弁。 

○町長（渡辺俊一君） 前に田利議員さん

から一般質問でもお話ございました。 

 やっぱりあそこのところというのはやっ

ぱり、今お話あったように、町に入ってく

るときのやっぱり一番顔になる部分だよと

いうところ、そういう場所だというように

思います。ですから、多分あそこの商店街

をつくったときもそういう思いであそこに

商店街をつくり、もっと言えば、あの奥に

は宿泊施設だとか宴会ができるような施設

もあったりとかして、駐車場も大きく取っ

てあって、それからトイレも立派なトイ

レ、あの当時でいけばあそこに一番立派な

トイレができたりだとかというようなこと

で、やはり町の中の一番の顔になるような

場所という、当時はですね、そういう形

だったのだろうなというように思っていま

す。 

 ただ、今となっては、なかなか商店街も

だんだんだんだん入っている人たちが少な

くなってきてというような状況になってき

て、田利議員さん言われるように、空き店

舗、空き家が増えてきているという状況で

ありますし、１０年たったときにどうなる

のかというのは確かに言われるとおりかな

というように思っています。 

 あそこを今後どうしていくのかという部

分、やっぱり考えなければならないのだろ

うなとは思っていますが、やはりそれぞれ

住宅だったり店舗だったりという形で残っ

ていますけれども、それぞれ個人の財産と

いうようなこともありまして、簡単にどう

するこうするというのを町が決めたとして

も、それを実行できるかどうかというのは

なかなか分からない部分もあるのかなとい

うように思っています。 

 ただ、あそこの場所、今後どうしていく

のかというのはやっぱりこれからも考えて

いかなければならない部分だというように

思っていまして、田利議員さんから一般質

問を受けた後、課題として、町の課題とし

てはやっぱりあるのかなというように思っ

ていますが、なかなか検討という、具体的

な検討といったところにはまだ至っており

ません。 

 ただ、本当に１０年たったときに、今お

店やっている方たちが本当にまだやれてい

るのかだとか、そういったことなども含め

て考えていったときに、やっぱり次どうし

ていくのか、あそこの場所をどうしていく

のかということを、町としてもやっぱり責

任持って考えなければならない部分なのか

なと。あそこを誘致したという、お店だと

かに入ってもらっただとかというような経

過多分あると思いますので、そこは考えて

いかなければならないのかなとは思ってい

るところであります。ただ、先ほど言った

ように、まだ具体的な検討というところに
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までは至っていないということであります

ので、御理解いただければというように思

います。 

 以上です。 

○委員長（髙橋秀樹君） ５番田利委員。 

○５番（田利正文君） 今、町長答弁され

ましたけれども、１０年後のこと考えると

本当言うとすごい不安があるのですね。だ

から、足寄独特の、何というのでしょう

か、地上権と土地の持っている人と分かれ

ているでしょう、あそこも。土地は町のも

の、建物は個人のものというふうになって

いるから、そのスタイルが足寄町独特のス

タイルかなと私思っているのですけれど

も、そこも含めて町があそこの地域をどん

なふうにしたいのかということをやっぱり

一定の構想を持って、今いる方と協議、合

意していくということは必要だと思うので

すね。そのときに、いろいろな町村で条例

などもつくってますよね、景観条例ですと

かいろいろなのがありますから、そんなこ

とも含めて検討しながら、あの地域をどう

活性化していくか、あるいは再生するのか

というところも含めて、相当議論していか

なければだめでないかという気がするので

すよ。 

 それからもう一つは、さっき課長が言わ

れましたフラワー園をシバザクラに限らな

いでゾーンにしていろいろやっていくと

言ってましたけれども、それもなるべくお

金かけないようにというのであれば、前に

ちょっと言ってましたけれども、町民参加

の協力事業としていろいろなことできるの

でないかという思いがありまして、それも

具体的に提案、後でまたしたいと思います

けれども、そんな議論もする必要あるのか

なと。それで、フラワー園全体を再生する

というふうにできないかという思いがある

のですね。それについてまたちょっとお聞

きしたいと思いますが。 

○委員長（髙橋秀樹君） 昼食のため、午

後１時まで休憩をいたします。 

午後１２時０１分 休憩 

午後 １時００分 再開 

○委員長（髙橋秀樹君） 休憩を閉じ、委

員会を再開します。 

 質疑はありませんか。 

 ２番高道委員。 

○２番（高道洋子君） 決算書のほうは４

１ページの企画振興費、成果表のほうは１

７ページでございます。 

 ふるさと足寄応援寄附推進事業について

お伺いいたします。 

 この成果表を見ますと、令和２年度の寄

附実績が８,０５０万円ですか、約ね。そし

て、謝礼としては２,５００万円ということ

で、これを割り返すと約３０％ということ

で、３０％のお礼をしましたよということ

ですね。この８,０００万円からここに出て

いる事業費の３,７００万円を引きますと、

足寄に残ったお金は収入としては４,３００

万円ですね、約４,３３０万円。それが収入

から支出を引くと、そのお金が入ってきた

ということでございます。 

 寄附金の８,０５０万２,０００円とい

う、このランクは当時令和２年、現在でも

いいのですけれども、どのランクに十勝管

内としては、すごく増えたようにも聞いて

おりますが、その前に増えた要因を伺いた

いと思います。前年よりも増えていると

なっております。要因としてはどう捉えて

おりますか。 

○委員長（髙橋秀樹君） 松野総務課長、

答弁。 

○総務課長（松野 孝君） お答えいたし

ます。 

 令和２年度の寄附金実績につきまして

は、約３,０００万円程度寄附額が上回って

ございます。その要因でございますけれど

も、令和２年度につきましては、寄附の申

込み窓口であるインターネットのポータル

サイトを１つから３つに増やしたというこ

とがございます。まず、その申込み窓口が

増えたということが一つの増の要因でござ
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います。 

 あと、もう一つは全国的に寄附額が上

回っているようですけれども、やはりコロ

ナ禍の状況の中、巣籠もり需要とよく言っ

ておりますけれども、御家庭にいる時間が

多くなって、寄附のポータルサイト等を見

て寄附を申し込んでくれる方が多かったの

ではないかと分析しているところでござい

ます。 

 以上でございます。 

○委員長（髙橋秀樹君） ２番高道委員。 

○２番（高道洋子君）  それはすごくよ

かったのではないかなと、３,０００万円も

増えたということはすごいなと思います。

これからもどんどん増えていってほしいも

のだと願うところです。 

 それでは、この増えたところの８,０５０

万円、約ですね、これは十勝管内において

はいろいろあると思いますけれども、それ

ぞれが増えたのだと思いますけれども、ど

のぐらいの位置にいるのでしょうかね。 

○委員長（髙橋秀樹君） 松野総務課長。 

○総務課長（松野 孝君） 申し訳ござい

ません。ちょっと資料を持ってきておりま

せんので、実際の順位はちょっと不明なの

ですが、新聞等にも報道されましたけれど

も、多分半分より下の順位ではないかと思

われます。申し訳ございません。 

 以上です。 

○委員長（髙橋秀樹君） ２番高道委員。 

○２番（高道洋子君） 半分より、私もそ

う思います。半分より下でないかなと思う

わけでございます。 

 やはり日本全国のふるさと納税の人気ラ

ンキングベスト５０という資料によります

と、やはり１番が宮崎県の都城市ですか、

１３５億円というのが日本全国１番で、５

位までの間に、２位が紋別市の１３３億

円、そして根室市が１２５億円、そして白

糠が９７億円ということで、５位までの間

に北海道が３か所入っているのですね、１

３０億円クラスで、１００億円以上です

ね。 

 やっぱり返礼品を見ますと、やはり第１

位の宮崎県も宮崎牛、やっぱり肉なのです

ね。それからあと、根室とか紋別とか白糠

はホタテとかズワイガニとかイクラとか海

産物、カズノコとかそういうので、やはり

肉と、豚肉も入ってますけれども、肉と海

産物が上位が占めるかな。そのはざまの中

で足寄町の、さて何を返礼品ということ

が、皆さんはふるさというよりは返礼品を

見て申し込む人が多いものですから、やっ

ぱり魅力ある返礼品をつくるしかないのか

なというふうに思うわけです。 

 それでは、足寄町のふるさと納税の返礼

品の、どういうランクになっているでしょ

うか。皆さんにふるさと謝礼として２,５０

０万円あれなのですけれども、どういうラ

ンクなのか。 

○委員長（髙橋秀樹君） 松野総務課長。 

○総務課長（松野 孝君） お答えいたし

ます。 

 商品の申込みのランキングというような

ことでよろしいでしょうか。申込数。 

 基本的に最も人気がございますのは、

チーズでございます。あと、チーズのほか

農産物系、トウモロコシとかジャガイモ

等、それが人気の順位でございまして、

やっぱり最も多いのはチーズでございま

す。 

 以上でございます。 

○委員長（髙橋秀樹君） ２番高道委員。 

○２番（高道洋子君） やはりチーズが頑

張ってくれているということなのですね。 

 チーズも、しかし十勝管内でも北海道で

もチーズはいろいろなところでつくり始め

ていますから、よっぽど個性的でおいしい

チーズ、なかなかそこを飛び抜けていくと

いうことはなかなかこれからの課題かなと

いう気もいたします。 

 先ほど課長の申込み媒体を増やしたこと

によって増えたというあれがありましたけ

れども、媒体ごとにどのぐらいの数が来た
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のか分かりますか。もしなければ、パスし

ます。いいですか。 

○委員長（髙橋秀樹君） 松野総務課長。 

○総務課長（松野 孝君） お答えいたし

ます。 

 １番、３つのうち令和２年度の実績で言

いますと、もともと最初に使っていたポー

タルサイト、ふるさとチョイスというのが

１番でございます。そのあとは楽天でござ

います。 

 以上でございます。 

○委員長（髙橋秀樹君） ２番高道委員。 

○２番（高道洋子君） では、そうしたら

今度、ふるさとチョイスというのが１番と

いうことはやはりそういうことなのかなと

思うわけです。 

 あと、ふるさと納税足寄のことについ

て、広告宣伝のほうなのですけれども、ど

ういう広告宣伝して何が効果を上げてます

か。 

○委員長（髙橋秀樹君） 松野総務課長。 

○総務課長（松野 孝君） お答えいたし

ます。 

 広告宣伝といいますと、基本的に広告を

打っているのは冬季間というか１２月と

か、一番商品が出そうな時期にクリスマス

時期だとか、あとふるさと納税の税額控除

される期間というのは１月から１２月まで

の期間でございますので、１２月に集中し

て広告を打ってございます。 

 以上でございます。 

○委員長（髙橋秀樹君） ２番高道委員。 

○２番（高道洋子君） やっぱりほかのを

見ましても、返礼品の魅力もさることなが

らやっぱり広告宣伝も大事かなと思うわけ

で、手抜かりなくやっぱり努力していって

ほしいなと思うわけです。 

 特にまた寄附者に対する、ここには何人

の寄附者とは書いておりませんけれども、

寄附してくださった方に対するリピーター

獲得のための取組、何かどういうことか

行っておりますか。 

○委員長（髙橋秀樹君） 松野総務課長。 

○総務課長（松野 孝君） お答えいたし

ます。 

 リピーター、当然リピーターの獲得につ

いては当然大変有効なことでございますの

で、ただし、リピーター獲得のための方策

ではございませんけれども、寄附を頂いた

方にはお礼状を差し上げているということ

がございます。 

 今後につきましても、リピーターを獲得

するための方策についても何か新しい商品

があったら、こういう商品が出ますよとい

う形でお手紙を差し上げるとか、リピー

ター対策についてはちょっと考えていかな

ければならないというふうに考えてござい

ます。 

 以上でございます。 

○委員長（髙橋秀樹君） ２番高道委員。 

○２番（高道洋子君）  やっぱりリピー

ター獲得は大事だと思います。せっかく御

縁のあった寄附一回でも寄附してくれた方

でもあるし、足寄のそういう産物にも触れ

た方、試食していただいた方でもあります

ので、何か他町村によると、やっぱりふる

さと通信とか便りを定期的に発行している

とか、そういうところも、お礼状はもう本

当に当たり前のことですけれども、そうい

うふうにサービスしているということも

伺っております。 

 改めて、ふるさと納税でこのたびは令和

２年のときには４,３００万円ほどの収益が

あったわけでございますけれども、これは

どういう、ふるさと納税によってできるよ

うになった事業というか、この４,３００万

円を使ってどういう事業を、報告あったか

もしれませんけれども、改めて納税があっ

たからできた事業というのはありますか。 

○委員長（髙橋秀樹君） 松野総務課長。 

○総務課長（松野 孝君） お答えいたし

ます。 

 基本的に寄附を頂いた方については、何

に町としてどういう事業に使いますかとい
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うように申込書に記載する項目がございま

して、基本的に一番多いのは子育てについ

ての事業だったかと思いますけれども、基

本的には子育て関係事業等に充当している

ほかは、あと町長に対するお任せ事業とい

うのにも結構多くの方が丸印をつけてござ

いまして、そういう事業に充ててございま

す。 

 以上でございます。 

○委員長（髙橋秀樹君） ２番高道委員。 

○２番（高道洋子君） こういった寄附し

てくださった方にお礼状とともに何に使っ

たかという報告とか、使わせていただきま

したということなども出しているのでしょ

うかね。 

○委員長（髙橋秀樹君） 松野総務課長。 

○総務課長（松野 孝君） 足寄町の公式

ホームページ等に、こういうことでお金を

使わさせていただきましたということで掲

載いたしております。 

 以上でございます。 

○委員長（髙橋秀樹君） ２番高道委員。 

○２番（高道洋子君） なるべく関係性を

深めるためにも、何とかより親密な関係に

なっていくためにも何かたゆまなくそうい

うやり取りを、そういう努力も大事かなと

思うわけでございます。 

 返礼品について伺いますけれども、先ほ

どチーズが第１位ですよというお話があり

ました。返礼品の中に、前にも経験したか

もしれませんけれども、町の宿泊券や体験

型の定住促進につながるような、そういう

宿泊券のような、そういう試みはメニュー

としてはあったでしょうか。 

○委員長（髙橋秀樹君） 松野総務課長。 

○総務課長（松野 孝君） お答えいたし

ます。 

 宿泊券等につきましては、レウスさんあ

りますし、あと儀間さんのぎまんち、あと

芽登温泉の宿泊券もございます。 

 以上でございます。 

○委員長（髙橋秀樹君） ２番高道委員。 

○２番（高道洋子君） 芽登温泉にという

のは前に聞いたことあったような気がいた

します。 

 やはり何回も言っているように、返礼品

の商品開発ということが一番の課題かなと

いうふうに、足寄の場合は思うわけです。 

 または、実際に今現在に至るまで、何と

いうのかしら、個性的で目覚ましい商品を

持っている人とか、そういう人に支援して

いくとか、もちろん本人の理解していただ

いてそういうふうに商品としてやっていく

とか、それも一つだと思いますし、今朝の

テレビ見てましたら、やっぱり鹿肉の革を

鉄砲撃ちの若い夫婦が革を狩猟のところか

ら１００％還元して、そして鹿のためにも

１００％使わせていただきましたよという

思いも込めて、夫婦でなめしもやって、毛

が１本も残ったらだめだということで、そ

の革を財布とか、それからいろいろなも

の、またすばらしい子供の靴だとか、そう

いうふうにテレビに出ていたのです、ちょ

うど朝ですね。本当にこういう人が、鉄砲

撃ちはたくさんいらっしゃるけれども、だ

けれども、そういう人でなくても別にそう

いう研究する人がいたらいいなというふう

に、鹿の革はたくさんあるからそういうふ

うに思ったのですけれども、そういう開発

ですね。商品開発へのそういう動き、それ

からそういうのはどういうふうに考えてい

るでしょうか。 

○委員長（髙橋秀樹君） 松野総務課長。 

○総務課長（松野 孝君） お答えいたし

ます。 

 当然寄附額を増やすためには、魅力ある

商品づくりも当然必要かと思います。それ

で、令和３年度に返礼品の開発に対する補

助金を議会の議決を頂きまして創設いたし

ておりますので、既に２つの業者が決まり

まして、今返礼品の開発について鋭意努力

していただいているところでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（髙橋秀樹君） ２番高道委員。 
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○２番（高道洋子君） そうですか。それ

はよろしいことですね。 

 私は何かチームをつくっていろいろな、

つくるチームというよりはいろいろな企画

立案、そして発信していく、またいろいろ

な日本中の情報を集めるチーム、そういう

プロジェクトチームのようなものをつくっ

て、そこには役場職員はちょっと無理だと

思うのですよね。いろいろな忙しいから。

それに関わっていくということは専門的

な、よっぽどその係をつくらない限り厳し

いかなと思うのです。でも私はこういう間

違いなく努力すれば、結果を出せば必ず獲

得できる収入は間違いないことだから、そ

してそれは日本全国が証明しているわけで

すから、それはそれで力入れていくに値す

るし、何も無駄は何もないと思うのですよ

ね、このふるさと納税に関する限りは。だ

から、そういうチームをつくって、そして

いろいろな勉強をしてもらう。そしてこう

いうのが売れますよとか、そしてこういう

人にはこういうことを頼もうとかという、

そういうそれを専門に考える、１年以上考

えていくようなそういう、今業者さんが見

つかったと言いましたけれども、それもい

つかは消えてしまったときに、いろいろな

事情で手を引かれてしまった場合のときも

考えて、永遠に続いていくような、そうい

うチームをつくったらどうかなというふう

に思っているのですけれども、どうでしょ

うかね。 

○委員長（髙橋秀樹君） 松野総務課長。 

○総務課長（松野 孝君） お答えいたし

ます。 

 役場職員、役場内にも本来忙しいという

ことで無理かもしれませんとおっしゃいま

したけれども、役場職員でも各課から若手

職員を中心にそういうチームがつくれれば

決して、私ども職員にも一生懸命考えてい

ただいて、いい案も出てくるかと思います

が、民間事業者さんと町との接点につきま

しては、年に１回程度なのですけれども、

事業者さんとうちの総務課の担当者と一定

程度の会議を持っておりまして、ただそこ

で返礼品の開発について話し合うという場

ではございませんが、令和２年度につきま

してはコロナ禍の影響で会議は行えません

でしたけれども、そういう会議を通じて、

事業者さんと私ども担当者の会議でござい

ますので、そういう会議を通じて返礼品に

ついての協議、話合い、あるいは新製品に

ついて検討していただけないかというよう

な提案は町のほうから行っていきたいと

思っております。 

 以上でございます。 

○委員長（髙橋秀樹君） ２番高道委員。 

○２番（高道洋子君） そうですね。若手

の人たちにも、それは能力を否定している

わけでは決してありません。ただ、いろい

ろな仕事を抱えながらですからね、やはり

それは片手間になってしまうのではないか

なと思うわけです。できればそういう、ま

ちおこし協力隊でもそういうことに、商品

開発とかそういうことが好きですごく能力

のある協力隊の人などももし来ていただけ

れば、そういう人を中心に商品開発してい

くというか。それはなぜ言うかというと、

やっぱりこれは本当に間違いなく歳入確保

の対策の一つとしてのふるさと納税はもう

絶対間違いないし、ほかでも証明している

し、足寄町でも十勝でせめて５番以内にな

るぐらいの意気込みで頑張ってほしいなと

思うのですよね。そういうことで、チーム

編成ということを伺いました。 

 最後に、やはりまだ半分以下の以下かな

という思いもあるのですけれども、何とか

商品がないからという諦めないで、そこら

辺の研究費も予算つけるなりして何か、手

ぶらではちょっと厳しいのではないかなと

も思うのです。ですから、そういうことに

対する、ふるさと納税に対する思いを町長

に最後に聞きたいと思います。 

○委員長（髙橋秀樹君）  渡辺町長、答

弁。 
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○町長（渡辺俊一君） 今お話ございまし

たように、ふるさと納税はこれまでも何回

かいろいろなところで御質問などもござい

ましたけれども、そういったところでもお

話しさせていただいているかなとは思いま

すけれども、なかなか町の収入として町税

だとかというのがありますけれども、なか

なかこれ増やすのはなかなか難しいところ

です。そういった意味で、今おっしゃられ

たように、ふるさと納税というのはこれか

らもまだ増やしていこうと思えば増やして

いける収入なのかなというように思ってい

ます。 

 ただ、なかなか返礼品の中身というの

は、やはり町内でできるものだというよう

なことで一定程度限定がされてきますの

で、なかなか足寄にそういう素材があるか

どうか、そういう素材をどう加工していく

のかだとか、そういったことがやっぱり重

要な課題になってくるのかなというように

思います。 

 今いろいろとお話あったように、例えば

海産物だとか肉だとかという、そういう比

較的ふるさと納税の中でも返礼品に多く使

われている、そういったものがある町はど

んどんとふるさと納税の額を増やしていけ

ることはできるのですけれども、なかなか

そういうものがないところは、うまい具合

にふるさと納税の返礼品になるようなもの

をなかなか見つけられないところはやっぱ

り苦戦をするというような状況なのかなと

いうように思っています。 

 そういう状況ですけれども、なかなか収

入増やしていくことが難しいといった部分

では、このふるさと納税というのも一つの

要因としてこれから町として頑張っていか

なければならない分野なのかなというよう

に思っています。 

 いろいろと今アイデアも頂いて、そうい

うプロジェクトチームをつくったりだと

か、そういう開発のための予算をつけたり

だとか、そういうようなことを今いろいろ

とお話いただきましたけれども、そういっ

たことを参考にさせていただきながら、今

までもそういう取組を少しずつですがして

いますけれども、これからも引き続き魅力

のある返礼品を足寄町でつくれるような、

そういう取組をしていきたいなというよう

に思っております。 

 以上でございます。 

○委員長（髙橋秀樹君） ２番高道委員。 

○２番（高道洋子君） 伺い忘れました。 

 町長からも考えていきたいというお話が

ございました。 

 お話を伺いながら思い出したのですけれ

ども、牛といえば足寄牛がありますよね、

足寄牛。それから短角牛もあったり、あま

りほかにないのかもしれないのですけれど

も、それから綿羊がおります、綿羊。それ

から鹿も無尽蔵に捕り放題というか、たく

さんおります。だからこれは思えば、本当

に鹿肉など本州辺りですごく評価がよくて

需要が高く、喜ばれると、欲しがっている

と、この３品が肉類ではあるので、そこら

辺も何かどういうふうにしたら生産者の理

解が得られ、そしてどういうふうに加工し

て、どうしたらみんなに喜ばれるかという

研究もなさったらどうかなというふうに思

います。どうでしょうか。 

○委員長（髙橋秀樹君） 渡辺町長。 

○町長（渡辺俊一君） 今、肉のお話ござ

いました。前に吉田議長からも言われたこ

とがあるのですけれども、肉の関係はです

ね。足寄も牛がいっぱいいるのだから、肉

をそういう返礼品にならないのかというよ

うなことでお話も頂いたこともございまし

た。 

 農協にもそういうことで肉を返礼品とい

うことにならないだろうかということでお

話もさせていただいております。一部肉も

農協とそれから北十勝ファームで出してい

る短角牛ですかね、そういうのを一部出し

てはいるのですけれども、なかなか多分量

だとかそういったものも含めて確保が、需
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要に応じた部分の確保ができるかどうかと

いったところがやっぱり一番問題になって

くるのかなというように思います。 

 そんなこともあって、そういう、あと鹿

だとか、鹿などはやっぱり衛生的に、もし

もいっぱい注文があったときに、それにき

ちんと対応できるかどうかだとか、そうい

うようなこともいろいろとふるさと納税の

場合考えなければならない部分もいっぱい

ありまして、人気があって、人気が高くて

注文がどんと来たけれども、なかなか生産

が追いつかないだとか、返礼品がなかなか

届かないだとか、そんなこともあったりと

か、そんなこともありますので、いろいろ

と広範に考えていかないと、単にこれがあ

るからこれ出せばいいということにもやっ

ぱりなっていかないので、そういうことも

含めて考えていかなければならないのかな

と思います。 

 肉というのも非常に人気の高い返礼品に

なっているのかなというように思います。

上士幌なども多分肉などもかなり出ている

のではないかなというように思うのですけ

れども、そういうことも考えると、足寄も

牛はいっぱいいるのでそういうことができ

ないかなというようには思ってはいるとこ

ろでありますけれども、やはり実際に出し

ていただく農協さんだとか、それからそう

いういろいろな方々の御協力も頂かないと

ならない部分もありますので、いろいろと

協議をしながら少しでもふるさと納税の納

税額が伸びるような、そういう取組をして

いければなと考えているところでございま

す。 

 以上でございます。 

○委員長（髙橋秀樹君） 他に質疑はござ

いませんか。 

 ４番榊原委員。 

○４番（榊原深雪君） 今のふるさと納税

のことで高道議員さんが細かくお聞きにな

りましたので、これからの次年度に向けて

の取組方などを要望したいと思います。 

 それで、今ふるさと納税のことでいろい

ろお話、担当課の方ではとても意欲的に一

生懸命考えていただいて、今度の返礼品は

どれがいいだろうということで懸命に努力

されているのを伺いました。 

 それで、一番ふるさと納税のネックにな

るのは北海道という土地柄運賃がかかると

いうことですね。いろいろなところから要

望が来ても、やはり運賃とサイトポータル

にかかる手数料ですね。そういったものが

ネックになろうかと思います。商品開発は

次年度に向けてされると思いますけれど

も、思い浮かぶだけでも幾つかもうこれは

人気商品になるなというのがお答えであり

ました。そこで、プラス、やはり運賃とか

のことなどもいろいろ考えながら、次年度

に向けて、今コロナでやはり巣籠もり、先

ほど松野課長がお話しされましたように、

パソコンに向かって暇潰しに、こういうの

もいいな、あれもいいなということで考え

ている人がたくさんいると思うのですね。

そういうチャンスを逃さないように、では

今度どうしたらいいだろうということで、

今も一生懸命担当の方は考えておるのが見

えましたので、今後とも力を入れて頑張っ

ていただけたら、足寄のＰＲのためにも頑

張っていただきたいなと思いますので、よ

ろしくお願いします。 

 そのことについて、経済課長の加藤さん

からでもいいですか。 

○委員長（髙橋秀樹君） 松野総務課長。 

○総務課長（松野 孝君） お答えいたし

ます。 

 今、榊原議員から運賃ということをおっ

しゃられましたけれども、基本的に返礼品

の送料ということでよろしいかと思うので

すけれども、基本的には返礼品の額足す、

プラス送料を含めて寄附額に対する率が総

務省で決められておりまして、条件的に例

えば遠い北海道だとか、沖縄だとかの返礼

品の担当者にとっては送料も含めてその率

に反映されてしまいますので、主に寄附し
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ていただくというのは東京近郊あるいは大

阪等の方がメインでございますので、大変

送料が含まれてしまいますので大変不利な

状況でございます。 

 それで、例えば全国町村会だとか知事あ

るいは市町村長が、沖縄あるいは北海道に

ついても総務省とかにその辺配慮願いたい

ということで多分活動はしていただいてい

るとは思うのですけれども、今後も私が言

うのは変なのですけれども、首長を盾にそ

ういう要望も一生懸命していただいて、ど

うなるかなかなか難しいかと思いますけれ

ども、その辺の活動についても行っていた

だければと思います。 

 以上でございます。 

○委員長（髙橋秀樹君） 他に質疑はござ

いませんか。 

 ３番進藤委員。 

○３番（進藤晴子君） 成果表の４０ペー

ジ、決算書になりますと６５ページの農業

振興費のイチゴハウスのことを質問させて

いただきます。 

 まず、ここに委託料２つ、鉱山保安業務

とＣＧＳ保守点検業務、この２つが今回こ

こに上がっているものになると思います

が、この鉱山保安業務、専門の方がやって

いらっしゃるかと思いますが、この業務内

容というのはどのようなもので大体年間何

日ぐらいおいでになって、そして今後もこ

れは続いていくのかどうかお伺いします。 

○委員長（髙橋秀樹君） 加藤経済課長。 

○経済課長（加藤勝廣君） まず鉱山保安

業務でございますけれども、新町の新しく

イチゴハウスをつくるときに温泉を引きま

して、その温泉の含まれる天然ガス、それ

で発電するシステムをつくるということ

で、温泉から天然ガスを抽出するというこ

とで、そこは鉱山ということになるので

す。石炭の炭鉱ですとか石油を掘削するよ

うな、そういった鉱山という位置づけにな

りますので、鉱山ということであれば鉱山

保安員という方を常駐させなければいけな

いという決まりになっておりまして、それ

で令和２年、去年からですね、去年から釧

路のほうからコールマインを退職された方

が鉱山保安員の資格を持っている方という

ことで来ていただいて、大体週に４日程度

鉱山のことを見回っていただいていると、

そういったことの業務をお願いしていると

いうことでございます。 

 あと、それをいつまで継続するかという

ことですけれども、基本は今、町職員のほ

うで鉱山保安業務ができるような資格を取

ろうということで、高専、高等専門学校を

出た方ですとか理科系の大学を出た方、そ

ういった方たちを含めて勉強会というか、

保安教育ということをやっておりまして、

実務経験３年があれば一応保安業務の資格

が取れるということになってございまし

て、一応この保安員の方については３年

間、来年度までということで計画はしてお

ります。 

○委員長（髙橋秀樹君） ３番進藤委員。 

○３番（進藤晴子君） 分かりました。 

 大変結構なことだと思いますし、例えば

このケアハウスの温泉のところで週４回来

ていらっしゃる方は、例えばですよ、ほか

の温泉のそういうところでも業務というの

は必要はないのですか。たまたまここはケ

アハウスのほうに入ってきていただいてい

ると思いますが、足寄には温泉がございま

すので、そちらのほうでの業務というもの

は、すみません、これにちょっとそれてし

まうと思うのですけれども、あるかどうか

お願いします。 

○委員長（髙橋秀樹君） 加藤経済課長。 

○経済課長（加藤勝廣君） 温泉水から天

然ガスを抽出しているところはケアハウス

の銀河の湯のみですので、そこだけの業務

ということになります。 

○委員長（髙橋秀樹君） ３番進藤委員。 

○３番（進藤晴子君） 分かりました。あ

りがとうございます。 

 イチゴハウス、私も４月に見学に行く機
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会がございまして見せていただきました。

そこで若い方たちが一生懸命頑張って温度

管理だとかいろいろなことを頑張って、

年々生産量ですか、出荷量といいますか、

増えてきていると、すごくよくなってきて

いると。よかったと、最初はうまくいかな

いと言っていたのによかったなというふう

に思って帰ってきた記憶がございます。 

 ３月にその生産量というのはたしか議会

の中でお聞きしたと思いますけれども、も

う一度教えてください。令和２年度、令和

元年から令和２年度に向けて、どのぐらい

上がったかどうか、お願いします。 

○委員長（髙橋秀樹君） 加藤経済課長。 

○経済課長（加藤勝廣君） 生産量でござ

いますけれども、令和元年度生産量が５,８

７６.９キログラムです。令和２年度になり

ますと１万４４０.３４キロ、約倍増という

ことになっております。 

○委員長（髙橋秀樹君） ３番進藤委員。 

○３番（進藤晴子君） 分かりました。か

なり上がってますね。 

 この実績の、または経過のところを

ちょっと読ませていただいたときに、よ

かったと思っていたのですが、ビニールハ

ウス５棟分の暖房熱源として温泉水を引い

てきてというふうに書かれてあります。ケ

アハウスからイチゴハウスまでの温泉を引

いてきて、このビニールハウス５棟分の熱

源として、これは十分足りているというふ

うに捉えてよろしいですか。 

○委員長（髙橋秀樹君） 加藤経済課長。 

○経済課長（加藤勝廣君） 今、現在です

けれども、これまで暖房として利用してお

りまして、新しい４棟につきましては冬に

ついてほぼ化石燃料、要するに石油、灯油

を使っていないので、足りている状況とい

うことになっております。 

○委員長（髙橋秀樹君） ３番進藤委員。 

○３番（進藤晴子君） 分かりました。 

 ここに書かれているのは、その温泉のあ

れでできているということですね。では、

残り、確か１５棟あったと思います。残り

１０棟はどのようにされてますか。 

○委員長（髙橋秀樹君） 加藤経済課長。 

○経済課長（加藤勝廣君） 残り１０棟、

旧古いハウスのほうなのですけれども、古

いハウスのほうもやはり温泉熱を利用して

おりまして、そこについてはその温泉ハウ

スのそばに別に新町１号井という温泉があ

りまして、その温泉熱を活用して使ってい

るのですけれども、ちょっと新しいほうの

ハウスとちょっとシステムが違っておりま

して、ちょっとなかなか効率のいいシステ

ムができていないということで、化石燃料

はちょっと使っている状況であります。 

○委員長（髙橋秀樹君） ３番進藤委員。 

○３番（進藤晴子君） 分かりました。 

 要は、経営が、一生懸命イチゴをつくっ

て多くなってきている、喜ばしいことです

が、そこにかなりの額が投入されるとなる

と、経営を維持していくというのが大変困

難になってくると思いますが、その辺の見

通しを教えてください。 

○委員長（髙橋秀樹君） 加藤経済課長。 

○経済課長（加藤勝廣君） 古いほうの、

今、化石燃料大量に使っているという部分

ですけれども、北海道総合研究所、道総研

というところで今年の冬からですけれど

も、効率が悪いシステムということでそこ

の調査をしていただいて、どういったシス

テムが効率がよくなるか。熱の効率のよい

使い方ということで調査をしていただくこ

とになっておりまして、それを基にして、

あとはＪＡのほう、農協さんのほうでシス

テム改修を行うのかどうかという判断にな

ろうかと思っております。 

○委員長（髙橋秀樹君） ３番進藤委員。 

○３番（進藤晴子君） 分かりました。 

 では、調査をしていただいて結果が出た

ら教えていただければと思います。 

 やはり足寄町の特産品として一つでも品

物を全国に出荷して、足寄町の名前をやっ

ぱり広げていきたいと思いますし、このイ
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チゴのところに関しては雇用の確保である

とか、あと移住者の数を増やしていくと

か、それにも関連しておりますので、ぜひ

効率のよいシステムをつくり出すように頑

張っていただきたいなと思います。 

 以上です。 

○委員長（髙橋秀樹君）  １１番木村委

員。 

○１１番（木村明雄君） 進藤議員に関連

をいたしまして、ちょっとかぶらない形の

中でお伺いをしたいと思います。 

 ここで、おととしでしたか、工事をして

完成をしたと。ケアハウスから温泉水を利

用した形の中で天然ガスを抽出をして、そ

して電気も起こすのだということだったわ

けなのだけれども、これについてちょっと

お伺いをいたします。 

 これが満度な形の中で発電をしているの

か。そしてまた、これを北電に売電をして

いるか、この辺について。それからこの電

気の使い方についてちょっとお伺いをした

いと思います。 

○委員長（髙橋秀樹君） 加藤経済課長。 

○経済課長（加藤勝廣君） ガス発電です

けれども、今年道総研のほうで一応調査を

かけていただきまして、今くみ上げている

量からいけばフルに発電できる状況ではな

いということになっております。それをフ

ルに発電できるような状況まで持っていく

には、今のくみ上げる量を４倍にしなけれ

ばいけないという調査結果が出てまして、

それを鑑みますと、ちょっと得策ではない

というふうに、費用対効果を考えると得策

ではないという結果を頂いております。 

 そういうことですので、お湯は送れるの

で、今先ほどお話ししたとおり、熱源とし

ては確保されているというところでいけ

ば、ガスの発電は今細々ということではな

いのですけれども、夏の間あまり電気を使

わないのでほぼ丸一日少しですけれども、

常時運転しているという状況でございま

す。発電量にしてはちょっと少ないですけ

れども、フルに発電はできていない状況で

す。 

 あと、売電なのですけれども、これは環

境省の補助事業を使ってまして、売電をす

ると補助金が下りないので、施設の中で全

て賄っていただくという形になります。 

 以上です。 

○委員長（髙橋秀樹君）  １１番木村委

員。 

○１１番（木村明雄君） 私もこの施設に

対しては本当は成功してほしいなというふ

うに考えておるところであります。 

 大きく期待をしていたわけなのですけれ

ども、ここでフルに活動していないという

ことであれば、これは何が原因なのか。そ

の辺についてもちょっとお伺いをしたいと

思います。 

○委員長（髙橋秀樹君） 加藤経済課長。 

○経済課長（加藤勝廣君） 先ほども申し

上げましたけれども、温泉に含まれるガス

の量が当初予定したガスの量よりかなり少

なかったということで、送る量が当初計画

したのは２００リッターということで計画

して施設をつくったわけですけれども、

今、自噴の状態で送れる量が１００リッ

ター程度ということになっておりまして、

そういきますと２００リッターで当初フル

に活用できたところが半分の１００リッ

ターしかないと。それをフルに活用したと

したら４００リッター送らなければいけな

いということになりますから、当初計画し

ていたよりはかなり少ない量でガスが抽出

できなかったということになろうかと思い

ます。 

○委員長（髙橋秀樹君）  １１番木村委

員。 

○１１番（木村明雄君） このお湯を引く

に当たっては、コンサルまたは設計者も加

わっての進め方だったと思うわけなのです

けれども、ここでそうすれば、この人たち

は設計も、それからコンサルのほうについ

て進めていく中で、考えが甘かったという
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ことなのか、その辺ちょっとお伺いをした

いと思います。 

○委員長（髙橋秀樹君） 加藤経済課長。 

○経済課長（加藤勝廣君） 設計をすると

きに、ちょっと使ったデータが過去のデー

タであったと。当時きちんと揚湯試験だと

か何だとかということをきちんとお金をか

けてやれば、きっとこういった結果にはな

らなかったのかなということではあります

けれども、使ったデータがちょっと古くて

実際にそのデータを使って設計したもので

すから、ちょっと計画よりも少なくなって

しまったということになります。 

○委員長（髙橋秀樹君）  １１番木村委

員。 

○１１番（木村明雄君） 大体分かりまし

た。 

 それでは、次の質問をしたいと思います

けれども、現在ビニールハウス５棟、これ

１５棟か、まずそこで全棟イチゴを栽培し

ているのか、それともまたテスト的に何か

別なものを栽培しながらテストをしている

のか、その辺についてもちょっとお伺いを

したいと思います。 

○委員長（髙橋秀樹君） 経済課長。 

○経済課長（加藤勝廣君） イチゴについ

ては全棟栽培はしているのですが、そのう

ちの３棟については苗の栽培ということ

で、イチゴの栽培、生産物を取るのは１２

棟ということになってございます。 

○委員長（髙橋秀樹君）  １１番木村委

員。 

○１１番（木村明雄君） 先ほど進藤議員

が見通しということで質問しておりました

けれども、私はそうしたら今後これから先

に向けての課題はどういうことが考えられ

るのか、ちょっとお伺いをしたいと思いま

す。 

○委員長（髙橋秀樹君） 加藤経済課長。 

○経済課長（加藤勝廣君）  今後の見通

し、課題というか、見通しということでご

ざいますけれども、今現在結構な生産量を

上げてきていると。過去から考えればかな

り生産率というのが上がってきているのだ

と。今年については目標は１４トン、１万

４,０００キロを目標にしているということ

も伺っておりますので、今後については順

調にいけば単年度の黒字化も可能なのだろ

うなということで考えております。 

 今、課題でいきますとやっぱり古い棟、

古いビニールハウス、それのやっぱり熱効

率のいい循環させることが一番、そして化

石燃料ですね、石油を使わないようにして

経費を抑えるということが課題かなと考え

ております。 

○委員長（髙橋秀樹君）  １１番木村委

員。 

○１１番（木村明雄君） 分かりました。 

 ここで、２年くらい前でしたか、あのイ

チゴハウスには水が足りない、何かしょっ

ぱいだか甘いだか、別な生分が入ってい

て、そしてこれは枯れていくのだというこ

とを聞いていたわけなのですけれども、こ

の辺について克服できたのかどうなのか、

その辺についてもお伺いしたいと思いま

す。 

○委員長（髙橋秀樹君） 加藤経済課長。 

○経済課長（加藤勝廣君） 確かに過去に

水が足りないということで、そばに井戸を

掘って地下水で水を供給していたというこ

とがあるのですけれども、実はその地下水

に塩分が含んでいて苗が枯れてしまったと

いうことがありまして、去年、町の補助金

を使って山のほうから新たな水源を見つけ

て水を引っ張っております。水の問題はそ

こで解決して生産量もどんと上がっている

という形でございます。 

○委員長（髙橋秀樹君）  １１番木村委

員。 

○１１番（木村明雄君） それでは、何と

か成功していると、私どもはそういうふう

に解釈をしてよろしいのかと思うわけなの

ですけれども、ここで町長のほうから最後

に一言、この思いというか、これをお聞き
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いたしたいと思います。 

○委員長（髙橋秀樹君） 渡辺町長。 

○町長（渡辺俊一君） イチゴの生産につ

いては農協、それからぬくもり農園で実際

やっているところでありまして、そこから

生産状況だとかそういったものを聞いてい

るような状況になるのかなというように

思っております。 

 ただ、今いろいろお話ありましたよう

に、足寄町の特産品ということで、赤いイ

チゴと白いイチゴで紅白のイチゴだとかと

いうことで今非常に売れているのかなとい

うように思っていますし、生産量が伸びれ

ば、もっといろいろなところに出荷ができ

るのではないのかなというように思ってい

るところであります。 

 先ほどもお話ございましたけれども、ハ

ウスのほうが新しいところはちょっと大き

めになっていて、５棟なのですけれども、

新しいほうについては非常に熱効率がいい

というか、断熱がきちんとされているとい

うようなことでなっているのですけれど

も、古く、前に建てていた１０棟分につい

ては古いハウスということでちょっと熱効

率が悪いというようなことになってござい

ます。 

 今回、地質研などにも御協力いただい

て、せっかくある温泉ですから、この温泉

をいかに効率よく使って熱を取るのかと

いった部分をちょっと研究をしていただく

ことにしています。ケアハウスのほうから

送っている分については新しいほうの５棟

に行っていますから、それはそちらのほう

はこの送っているお湯で熱量としては間に

合うというようなお話ですので、そちらの

ほうはこれからも順調にお湯が来れば、順

調にやっていけるのかなと。ただ、熱効率

の悪いところのいかに熱効率よく温泉から

熱を取って栽培に生かしていくのかといっ

た部分がこれからですから、そういったと

ころが今後の課題になってくるのかなとい

うように思っているところであります。 

 それから、発電のほうでありますけれど

も、もともとまずはお湯がというか熱源

が、新しくハウスを建てるのに熱源が必要

だよということで、せっかくケアハウスの

ほうに温泉があるのであれば、その温泉が

まだ使えるのであればそれを使おうという

ことで、それを送ってきたと。ガスが多く

含まれているというようなお話もございま

したので、では併せて、せっかく持ってき

たお湯の中にガスがあるのであれば、普通

だと普通の温泉などですとただ大気中に放

散するだけですので、それを集めて発電が

できるのであれば、そういった方法もより

一石二鳥というのか、より効果が上がるの

かなというようなところで発電の施設もつ

くったというようなことになっています。 

 発電のほうが、今お話あったように、

思っていたほどガスが温泉の中になかった

というようなこともあって、これは思った

ほど電気が発電できていないというのが現

状であります。しかしながら、ガスをただ

放出するだけですと、メタンガスだとＣＯ₂

よりもさらに温室効果が高いというような

ガスでありますから、そういった意味で、

それをさらに少しでも活用ができて発電が

できて、もともと考えていた量ほど発電は

できていないにしても電気がつくれる。

で、ハウスの中で使えるというようなこと

で使っていくということにしたいなという

ように考えているところであります。 

 今後の課題といった部分では、さっき

言った熱効率をもっといいようなものにと

いうのと、それからやっぱり働いていただ

く人たちをどう確保していくのか。地域お

こし協力隊だとかいろいろな形で入ってき

ていただいて仕事をしていただく。そうい

うのがうまくいって、イチゴ栽培がもっと

もっと足寄でももっと広がっていければと

いうようなところになるのかなというよう

に思いますけれども、そこら辺は今のイチ

ゴの生産をきちんとできるような体制がで

きてから、次の段階にという形になるのか
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なというように思っております。 

 以上でございます。 

○委員長（髙橋秀樹君） 休憩のため、２

時１０分まで暫時休憩をいたします。 

午後 １時５６分 休憩 

午後 ２時１０分 再開 

○委員長（髙橋秀樹君） 休憩を閉じ、会

議を再開いたします。 

 質疑はありませんか。 

 ７番髙橋健一委員。 

○７番（髙橋健一君） 足寄町国民健康保

険病院事業会計決算書について質問いたし

ます。よろしくお願いいたします。 

 ページは５ページです。 

 ５ページの中の未処理欠損金について、

額は２３億９,４４１万３,９７３円であり

ます。 

 記憶に新しいのは、１９年１２月に本別

町議会が町国保病院の運営に関する調査特

別委員会を設置いたしました。そこで、病

院運営等経営の健全化に向けた調査を行っ

ております。内容は、累積欠損金が２０億

円を超えたということです。そして、一般

会計から３億円を繰り入れているというこ

とに対して本別町町議会は危機感を持った

表れだと思っています。 

 この内容を見ますと、足寄町とうり二つ

であります。しかし、この表を見ますと、

幸い欠損金を資本金のほうが上回っており

ますので、貸借対照表、いわゆるバランス

シート上は黒字ということになっておりま

すけれども、やはり大変な状態だというこ

とはこれ拭えない。それで、これから病院

経営の健全化に向けて足寄町もさらに努力

を重ねていただきたいと思っています。 

 質問はないのです。これは前置きであり

ます。実際の質問は、ページ数を変えます

けれども、１９ページをお願いいたしま

す。 

 １９ページの病院事業費用の中のちょう

ど中ほどになります交際費ですね。交際費

５９万１,７６６円。予算額に比べてかなり

減っていますね。これどうしてなのかとい

うことと、いわゆるこれからの先生方の足

寄町に来ていただくための経費だと思うの

ですけれども、その費用対効果などについ

てもちょっと事務長にお尋ねしたいのです

けれども、よろしくお願いいたします。 

○委員長（髙橋秀樹君）  川島病院事務

長。 

○国民健康保険病院事務長（川島英明君） 

ただいまの御質問についてお答えいたしま

す。 

 交際費の部分ですが、予算額１１５万

円、利用ができない、議会の承認を得なけ

れば利用できないという予算科目でござい

ます。半分ぐらいということであります

が、去年はコロナの関係でなかなかお医者

さんの獲得のため面談、直接行って面談で

きないだとか、そういったことがもろもろ

のことがありまして、この決算額というこ

とになっております。 

 １１５万円ということで、毎年この金額

というのは一定で予算化させていただいて

いるのですが、これを１１０万円満度に

使っているわけではなく一応余裕を持たせ

た形で、もしいいお話があれば、例えば東

京だとか大阪だとか、コロナがなければそ

ういったところも行く可能性もございます

ので、そういったことで毎年この予算額を

計上をさせていただいております。 

 あともう１点ですが、費用対効果という

ことで、常勤医師の確保の部分で申し上げ

ますと、現在のところまだ実現のほうはし

ておりませんが、令和２年度に院長先生と

私とで懇談をさせていただいたお医者様１

名いらっしゃいます。このお医者さんは実

は足寄町医師等修学資金貸付金の貸付け者

でもございまして、順調にいけば３年後に

足寄の国保病院で勤務を希望されていると

いうこともございますので、そういった意

味では、実現すればこれは効果があったの

かなというふうに思います。 

 また、効果としてなかなか数値化して申
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し上げることは難しいのでありますが、当

院に勤務されている非常勤医師の先生です

ね、この先生方も大学病院、派遣元であり

ます大学病院ですとか各医療機関、こちら

のほうから人員的には決して潤沢でない医

局の人員もなかなか厳しい中において、当

院ではこれまで切れ目なくお越しいただい

ているということで、派遣も継続されてき

ております。 

 また、毎年年末に町長と福祉課長と私と

で大学病院、こちらのほうに出向きまし

て、学長だとか教授だとか医局のほうに御

挨拶申し上げて、次年度以降の派遣体制の

継続などをお願いしているような状況であ

ります。 

 そういった意味で、関係性を維持構築し

ていくために非常に、交際費として使わせ

ていただいていますが、非常に有意義なも

のであるというふうに考えておりますの

で、効果的には数値ではちょっと申し上げ

られないのですが、そういった効果がある

のかなと思っております。 

 以上です。 

○委員長（髙橋秀樹君） ７番髙橋委員。 

○７番（髙橋健一君） 交際費の中身は秘

密なのですよね。例えば足寄町のチーズを

お土産に持っていくとか、高橋パンを持っ

ていくとか、そういうようなことなので

しょうかね。 

○委員長（髙橋秀樹君） 病院事務長。 

○国民健康保険病院事務長（川島英明君） 

ちょっと細かいどこで何を買ったとかとい

うお話はできかねるのですが、一応大学病

院に行くものですから手ぶらでは行けない

ということで手土産を持参したり、あとは

懇談会という形で開催させていただくの

で、そこには奥様だとかもいらっしゃって

ということで、実際にこの先生も足寄のほ

うに来られて、医師住宅も奥様と一緒に見

られているということで、そういったもろ

もろのことに利用させていただいていると

いうことで、必要最低限の部分で差し障り

のない程度で使わさせていただいていると

いうことで御理解いただければと思いま

す。 

 以上です。 

○委員長（髙橋秀樹君） ７番髙橋委員。 

○７番（髙橋健一君） 関連しまして、や

はり医師確保の対策というのは大変だなと

いう感じがしました。 

 一昨年の７月ですか、足寄町で患者さん

に絶大な人気を誇っていた先生が辞められ

て、そして令和２年度は内科２名、外科１

名の常勤医師３名で回さなければいけな

い。それでほかの医療機関からたくさんの

人たちを代わる代わる呼んで何とか医療体

制を維持できたと。そして、整形外科の先

生に至ってはもう８５歳の高齢だというこ

とで、本当にわざわざ足寄町に出向いてい

ただいて本当に頭が下がる思いをするので

すけれども、やはりここはそうではありま

すけれども、やはり足寄町にやはり常勤の

先生方いらして、我々の身近なかかりつけ

医みたいなような立場で医療をしていただ

きたいなという、そういう願望があるわけ

なのですけれども、これからの医療確保大

変だと思うのですけれども、何か今後の医

師だけではなくて看護師も含めて確保、そ

の辺に対する何か担保できているのか、そ

の辺についてちょっとお伺いしたいと思い

ます。 

○委員長（髙橋秀樹君）  川島病院事務

長。 

○国民健康保険病院事務長（川島英明君） 

お答えいたします。 

 令和２年度決算ではございませんが、今

年度は文教の委員会の中でも御説明させて

いただいたのですが、研修医の先生、こち

らが去年までは毎年１人とか２人という世

界だったのですけれども、今年は１０名来

ていただいています。期間がどうしても３

か月とか１か月ということになりますの

で、やっぱり継続してかかりつけ医という

ことで診ていただくことになると、やはり
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常勤の先生というのが必要なのかなという

ふうに思います。 

 具体的には、ちょっと今コロナで出向け

ないという部分がありますので、いろいろ

媒体を使って、例えば北海道診療……、

ちょっと名前忘れたのですけれども、医師

の確保のためのそういう団体がありまし

て、そういうところに登録するだとか、あ

と全国自治体協議会ですとか様々な媒体、

厚労省の媒体のほうにも登録しています

が、そういったことで医師募集を広くかけ

ております。 

 ただいかんせん、やはりできればやっぱ

り口コミだとか先生同士が知っている先生

だとか、そういった形のほうがやはりいき

なりぽんと来られても、最初は面談のとき

よかったのだけれども来てみたらというこ

ともございますので、その辺は院長先生

と、困っているからもうすぐ手を出すので

はなくて、やっぱり慎重にそこは選別とい

うか、そうしていきましょうということに

なっております。 

 あと、看護師についてはなかなかこちら

も介護士と一緒でなかなか確保が難しい状

況です。紹介会社ですとか、そういったと

ころを通しまして不足分を補うだとか、そ

ういったことも今やってございまして、そ

ういった部分で引き続き不足分については

カバーをしていきたいなというふうに考え

てございます。 

 以上です。 

○委員長（髙橋秀樹君） ７番髙橋委員。 

○７番（髙橋健一君） 説明ありがとうご

ざいます。 

 やはり地元に関係している先生や看護師

さんが必要だと思うのですよね。だから足

寄の学習塾でもびしばし鍛えていただきま

して、お医者さんとか看護師さんをどんど

ん足寄町出身のそういう人たちを養成して

いただきたい。それを希望して私の質問を

終わります。ありがとうございました。 

○委員長（髙橋秀樹君） 他に質疑はあり

ませんか。 

 ８番川上委員。 

○８番（川上修一君） 決算書の３６ペー

ジをお願いします。 

 総務費の中の１目一般管理費、３６ペー

ジの下から数えたら８節に旅費とありま

す。旅費の関係で質問をさせていただきま

す。 

 ここの旅費では３４万６,０００円不用額

と載っているのですけれども、コロナの影

響で出張が減ったのだろうなということな

のだと思います。それで、旅費は例えでこ

の数字を出しただけでほかにもいっぱい旅

費はありますので、最初に予算で見ていた

全部の旅費の額と、それから出張が減って

不用で使わなかった額の合計、これをお聞

きします。 

○委員長（髙橋秀樹君） 松野総務課長。 

○総務課長（松野 孝君） お答えいたし

ます。 

 旅費につきましては、それぞれの科目に

ございますので、当初令和２年度の当初に

おきましては４,０００万円以上の予算が、

正確にはちょっと今把握をしてございませ

んが、４,０００万円以上の旅費等が、費用

弁償含んでなのですがございました。実質

に予算執行した額については、これちょっ

と一般会計でなくて普通会計ベースになり

ますけれども、一般会計と資源ごみ処理等

事業特別会計の旅費を合わせて普通会計と

言いますけれども、普通会計での額、ほぼ

一般会計の額と同じでございますので、実

際に支出した額につきましては１,５６５万

８,０００円でございました。 

 ちなみに令和元年度につきましては、支

出済額につきましては３,６７３万５,００

０円、約半分になってございます。 

 以上でございます。 

○委員長（髙橋秀樹君） ８番川上委員。 

○８番（川上修一君）  ちょっと自分が

思ったより大きな差があったものですか

ら、正直言って驚いているのですけれど
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も、やっぱりそれだけコロナでいろいろな

出張の機会が減ったのだなということなの

だと思います。 

 それで一つ、その減った分やっぱり大切

な会議とかはリモートで行われたのではな

いかなと想像するのですけれども、町長に

お尋ねするのですけれども、町長もリモー

トの会議とか経験してみて、出張と比べ

て、例えば今までは全部出張して会議やっ

たのだけれどもリモートを経験してみた

ら、これでもいいのかなと思ったような会

議があったのかどうなのか、そういったこ

とをお尋ねします。 

○委員長（髙橋秀樹君）  渡辺町長、答

弁。 

○町長（渡辺俊一君） 何度か私もリモー

トで会議に出席をさせていただきました。

皆様御存じかと思いますけれども、画面が

あって、画面の中にいろいろと何人かの

方々が映って、その中でお話をしながらと

いうようなことでなるのですけれども、や

はり全員の方が見れるわけではないです

ね。やっぱり限られた人ですし、いろいろ

と次のページというのか、やっていけば分

かるのでしょうけれども、全員の方の顔が

すぐに一遍に見えるというわけではもあり

ませんし、なかなか話しするのにも、今マ

スクもしているというのもあって、どの方

がしゃべってらっしゃるのかというのがよ

く分からなかったりだとか、それから例え

ば、いいですよとか言っても、どう表現、

ほとんどがしゃべる方だけが声が出るよう

になっていて、あとの人たちは音を消して

だとかという形にしていますので、どこで

発言したらいいのかだとか、音を消してた

らいいのか入れたほうがいいのかだとか、

ジェスチャーでオーケーとやるのかだとか

というのがなかなかその会議その会議では

分かりづらい部分もいっぱいあったりとか

して、やはり実際のところ顔を合わせなが

らやれるほうが何となくスムーズだなとい

う会議もございましたし、一方的にいろい

ろ説明だけされるという会議もございまし

たので、そういったときにはただ聞いてい

るだけですので、リモートでもお話はきち

んと聞けるかなという会議もございまし

た。一概にどの会議、全部リモートでもい

いよというわけでもなく、やっぱりその会

議会議によってはやはり実際に時間はかか

りますけれども、その場に行って皆さんと

顔を合わせながらお話をするということも

必要なのかなというように思っています。 

 今はコロナの関係でなかなか多くの方が

集まってという会議はできませんので、今

はリモートでこれはやむを得ないのかなと

いうようには思っております。 

 以上でございます。 

○委員長（髙橋秀樹君） ８番川上委員。 

○８番（川上修一君） 町長の実際に会議

やられた感想ですから、すごく分かりまし

た。 

 それで、私が思ったのは、今まで必要の

ない出張に行っていたとは思わないのです

けれども、やっぱり足寄町は例えば札幌か

らも遠いし、帯広行くといっても１時間以

上かかるし、出張に参加する方の時間的な

負担というのがあるから、もしこの出張の

中でリモートでも間に合う部分があればリ

モートで対応していったほうが職員、町長

も含めて参加される方の負担が少ないのか

なと。 

 その反面、町長おっしゃったように、

やっぱり出張の中では顔を合わせて、出張

というか会議でも顔を合わせてお話しした

り、例えば担当者とコミュニケーションを

取るといいますか、やっぱり人間ですから

親密になれば通り一遍の説明プラス何かい

ろいろな話も聞かせてくれる可能性もある

と思いますので、その辺のところは臨機応

変に柔軟に対応していっていただきたいな

と思います。 

 答弁どうしたらいいのだろう。総務課

長、答弁お願いします。 

○委員長（髙橋秀樹君） 松野総務課長。 
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○総務課長（松野 孝君） 確かにリモー

ト会議につきましては町長も御答弁申し上

げましたけれども、実際に主催者側が今後

ウェブ会議、コロナが落ち着いたとしてこ

のままウェブ会議のよさ、ウェブ会議でも

十分であれば今後もウェブ会議が行われる

でしょうし、あるいは町長答弁申し上げた

ように、実際に、例えば札幌での会議でし

たら全道から来るものですから、例えば会

議終わった後、あるいは研修終わった後に

懇親会、あくまでも懇親会費自費でありま

すけれども、お酒を飲みながら懇親を深め

て、それぞれのほかの町村の事務の進め方

とかお話ができて大変勉強になることもご

ざいますので、一概に全てウェブ会議とい

うことには今後もならないのかなとは思い

ますが、確かに川上議員おっしゃったよう

に、例えば札幌の会議でしたら３時間以上

は片道でかかりますので、例えばその分が

ウェブ会議で済むのでしたら、その分仕事

に当然ほかの業務に充てられますし、ある

いは旅費の削減にも今回前年比で２,０００

万円以上の削減につながっておりますの

で、そういう非常に経費の削減という効果

もございますので、今後もウェブ会議はな

くならないかと思いますので、今回の補正

予算にもテレビ会議用のモニターをさらに

２台追加する予算もお願いしておりますの

で、今後もウェブ会議等、例えば足寄町の

主催する会議がありましても、ウェブ会議

等の導入ができないかどうか含めて検討を

してまいりたいと思っております。 

 以上でございます。 

○委員長（髙橋秀樹君） 他に質疑はござ

いませんか。 

 ４番榊原委員。 

○４番（榊原深雪君） ８９ページの社会

教育費、項の４番社会教育費のことでお伺

いします。 

 １の生涯学習費のことなのですが、４４

０万１,０００円を減額されています。生涯

学習は学校教育、スポーツ、趣味、たくさ

んの課題をお持ちだと思っております。そ

れが令和２年はコロナで思うように活動が

できなかったのではないかと想定されます

が、そのときの現状とこれからの課題をお

聞かせ願いたいと思います。 

○委員長（髙橋秀樹君） 丸山教育次長。 

○教育次長（丸山一人君） お答えいたし

ます。 

 令和２年度の事業については本当にコロ

ナの、新型コロナの影響で多くの事業が中

止または延期、縮小という形になりまし

た。具体的にはどの事業中止になったとい

うことまでは申しませんけれども、前年度

と比較して講座、大会等については３３事

業から２６事業、参加者については延べ人

数となりますが５,２００人から２,６００

人と約半減したような状況でございます。 

 令和３年度も引き続き緊急事態宣言が何

度も発出される状況ですので、基本的には

その期間についての事業については中止も

しくは延期ということにさせていただいて

おります。なるべく単に中止にするのでは

なく、この事業、お子さんから高齢者まで

の事業たくさんありますので、楽しみにさ

れている方もたくさんいらっしゃいますの

で、なるべく何か工夫してやるような体制

を取っているところです。 

 以上です。 

○委員長（髙橋秀樹君） ４番榊原委員。 

○４番（榊原深雪君） 丸山教育次長の答

弁のありましたように、やはり楽しみにさ

れている方が大勢いらっしゃるのですね。

また令和３年度もこういうコロナの継続で

なかなか本当に前年度よりは大変だと思い

ますが、今後とも生涯学習に学びの楽しみ

というのを今後ともよろしくお願いしたい

なと思っております。 

 そこで結構です。答弁いただきましたの

で、ありがとうございました。 

○委員長（髙橋秀樹君） ５番田利委員。 

○５番（田利正文君）  成果報告書の８

ページ、町債借入現在高の状況というとこ
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ろがありますけれども、そこについて聞き

たいと思います。 

 過去の成果報告書から拾った数字ですけ

れども、平成２７年１０９億２,４４９万

１,０００円、平成３０年１２１億２,５９

１万９,０００円、そして今回の８ページの

令和２年で１２４億６４４万６,０００円と

いうふうにあります。監査委員の意見書の

７ページなのですけれども、公債年度末残

高推奨とあります。その中に、令和３年度

でいけば１１０億５,０２８万１,０００

円、令和４年度で９４億６,１６８万９,０

００円とかという数字が入っているのです

けれども、それの４５ページに監査委員の

意見としてこんなふうに書いてあったので

すね。実質公債費の比率が０.６ポイント上

昇し、今後も数年上昇していくことが想定

されるため、今後ますます慎重な財政運営

が求められるところですと記されていま

す。こうしたことを踏まえて、現状と今後

の考え方というのでしょうか、見通しとい

うのでしょうか、運営の仕方というので

しょうかね、お伺いしたいと思います。 

○委員長（髙橋秀樹君） 松野総務課長。 

○総務課長（松野 孝君） お答えいたし

ます。 

 基本的に財政を見る指標の一つに今定例

会にも財政健全化判断比率ということで、

実質公債費比率という指標についても御報

告させていただいたところでございます。 

 監査委員の意見書にもございますとお

り、実質公債費比率の平成２年度の数値に

つきましては９.７％で前年比で０.６％の

増となってございますが、今後の見通しな

のですが、昨年の総合計画の普通建設事業

費等を含めて実質公債費比率の今後の見通

しについて積算してございます。それによ

りますと、令和６年度が一応ピークを迎え

るという試算をしてございまして、その時

点で約、今９.７％でございましたけれど

も、１２.５％になるという一応試算をして

ございます。これにつきましては、全然健

全化判断比率の指標上、全然財政的には１

２.５％程度であっても財政上何か夕張市み

たいなことになるということでは、全く余

裕がある状況でございまして、とはいって

も、実質公債費比率については起債の償還

額等を基に指標が出るものですから、今後

についても、今現在でも交付税で措置され

る、ほぼ交付税で措置される起債を厳選し

て起債を行っておりますので、主に過疎対

策事業債を主に借り入れておりますので、

今後もその辺、交付税率の高い起債を今後

も借りていきたいと思ってございます。 

 以上でございます。 

○委員長（髙橋秀樹君） 他に質疑はござ

いませんか。 

 ６番熊澤委員。 

○６番（熊澤芳潔君） よろしくお願いし

ます。 

 それでは、９３ページの温水プールの運

営費についてお聞きをしたいと思います。 

 温水プールにつきましては、町民の皆さ

んも利用されているとか、それから学校の

授業でも利用している。それから、小中学

生の水泳大会あたりでも優秀な成績で収め

ていると。それから健康面からいうと、７

つの驚くべきメリットがあるとかというこ

とで、水泳は特に優れているということで

いろいろありますので、施設をなくすとい

うことはできないと思いますので、それで

言われているのがコストの関係で、提言が

どうなのだということでお聞きを、監査特

別委員会の部会でお聞きをしまして、温水

プールは経費がかかり過ぎるためにいろい

ろな課題が出てくるのだよねと。それで決

算特別委員会部会でもお聞きして、コスト

削減については努力されていることが分か

りました。ただ、大きな要因はやはりこれ

は燃料代だとか、電気代だとかということ

になるかと思いますけれども、今後電気代

についても燃料代につきましても、上がっ

ても下がらないだろうなということでござ

いますので、恐らく改善については難しい
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のかなということでございますけれども、

そこで私が特別委員会の部会でお話しさせ

ていただいたことは、太陽光と蓄電池の組

合わせでどうなのだろうということでお話

しさせていただきましたけれども、当然こ

のことは北見市の市温水プールですか、そ

ういったところでも太陽光の発電を使って

いるということでございまして、これらも

正しいかどうか分かりませんけれども、一

応太陽光の発電が大体２５％くらい算入さ

れているというようなことも聞きました。

そういうことで、このことについてどうな

のか、お聞きしたいと思います。 

○委員長（髙橋秀樹君） 丸山教育次長。 

○教育次長（丸山一人君） お答えいたし

ます。 

 先日の部会でも熊澤委員のほうから温水

プールの経費について、大分前から大きな

課題とされているというお話を頂きまし

た。その中の一つの提案としまして、北見

市の温水プールについては太陽光発電、ま

たあと蓄電池を活用してコスト削減を図っ

ているという例があるというふうに教えて

いただきました。 

 当方としては、まだどういった内容で具

体的な調査、まだこれからしたいと思いま

す。それまではこれからちょっと研究させ

ていただきたいというふうにお答えしたと

ころです。 

 太陽光発電がどれぐらいのエネルギーが

発生するのか、ちょっとその部分も大事で

すし、それをどれだけエネルギー活用され

ているのかも、これからちょっと建設課と

もまだ相談してないのですが、ちょっと相

談させていただきながら、場合によっては

電話調査以外にも視察させていただくなり

御享受いただきながら、対応について検討

してまいりたいというふうに思っておりま

すので、よろしくお願いいたします。 

 以上です。 

○委員長（髙橋秀樹君） ６番熊澤委員。 

○６番（熊澤芳潔君） 現状は分かりまし

た。 

 結構太陽光発電やることによって、電気

代が安くなるとか、それから５０キロワッ

ト、私もちょっと電気のことはちょっと非

常に難しい、分からないのですけれども、

一応５０キロワットあたりで平均の施設価

格が７５０万円から１,０００万円ぐらいで

できますよというようなことも言われてい

るようでございます。 

 それからいって、もうこれ以上コストが

下がらない中で、今どうしたらいいという

ことで、今後も人口も減るとかいろいろあ

るのですけれども、そういったことからい

うと、何としてもいろいろな考え方の下、

コストを削減しなければならないというこ

とが間違いないのかなという気がいたしま

すので、ぜひ人口減少とかいろいろなこと

から言って、今が考える時期でないかとい

うことだと思いますので、検討していただ

きたいと思います。 

 以上です。 

○委員長（髙橋秀樹君） 他に質疑はござ

いませんか。 

 ２番高道委員。 

○２番（高道洋子君） 決算書の３９ペー

ジ、８目財産管理費、成果表の１６ページ

の仮称芽登集落センター建設事業費につい

てお伺いします。 

 先ほど長すぎたということでお叱りを受

けました。手短にします。 

 芽登集落センター、これは外構工事で２,

２００万円ということで、２,２６７万７,

０００円ということで、外構工事なのです

けれども、外構工事は外構工事だと思うの

です。ただ、私はここで、ちょっと集落、

今人口が減りつつある地域集落の外構工事

としては高いなというふうに思ったわけで

すけれども、しかし、本体である芽登集落

センターがたしか去年おととしでしたか、

３億円でしたか、ぐらいの経費で立派なの

が、多目的ホールとして建設されたので、

それに伴う外構工事だということでこのぐ
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らいかかるのかということで理解しており

ますが、それでここで、今後、３億円規模

のこういう大きな、それに伴って外構工事

も大きくなるし、また今度維持管理費も多

分大きいだけにかかっていくのではないか

なと思うわけです。が、しかし芽登の皆さ

んにとっては待ちに待った集落センターで

あり、また保育園も古いところから新しい

ところに入り、そして郵便局さんにも残っ

ていただき、そして葬儀場もできるという

ことで本当に喜ばしい、地域住民にとって

はよかったのだと思うのです。ただ、人口

減少を控えていく中で、集落でのこういう

大きな集落センターは今後これから建てる

に当たって、まだ建ててないところがある

やに聞いておりますけれども、そういうと

ころについては、今後ともこういう大きく

なっていくのかどうなのかということを伺

いたいと思います。 

○委員長（髙橋秀樹君） 渡辺町長。 

○町長（渡辺俊一君） 今後の集落の施設

等がどうなるのかというところでありま

す。 

 だんだんだんだん人口も減っていきます

よという中で、ですからそういった意味で

いくと、そんなに大きなものが必要ないの

ではないのかというようなことになるのか

なというように思っています。ですが、そ

れぞれ施設だんだん古くなってきています

ので、順次建て替えが必要なところは建て

替えていかなければならないのかなという

ように思いますが、今までと同じようにそ

れぞれ集落ごとではないですけれども、あ

る程度の何ぼかの集落ごとに施設を建てて

きたのですけれども、これが全て建て替え

になるのかというと、なかなかそうはなっ

ていかないのかなというように思っていま

す。それはやっぱり人口も減ってきてい

る、使う人たちの数も減ってくる、そう

いったことを考えると、施設一つ一つはや

はり小さくなっていくのではないのかなと

思いますし、もしかすると、統合してここ

と近い地域で、こことここの施設は統合し

てここに１か所にしましょうだとか、そん

なことも考えていかなければならないのか

なと思っています。 

 やはり一番大事なのは、その施設がどう

使われていくのかというところなのだろう

というように思います。ですから、先ほど

言われたように、保育所で使ってたりだと

か、地域の人たちがいろいろなことに使っ

ている、芽登などは結構葬儀だとか、そう

いったのにも使っていたりとか、結構頻繁

に使われていて、集まってくる人たちも結

構広い範囲から多くの人たちが集まってく

るだとかという施設であればそれに合わせ

た施設、それから今後に向けて人口がどう

なっていくのかということも少し加味しな

がら、そういう施設をつくっていかなけれ

ばならないのかなというように思っていま

す。 

 ですから、統合するとかとなればある程

度の地域の人たちが来るとなると、今まで

と同じだとか、今までとちょっともしかし

たら大きくなる施設ができるかもしれない

ですね、もしかしたら。だけれども、将来

的に考えていくと、やっぱりそんなに大き

なものは建てられないし、今までと同じ数

はつくれないというのが現実かなというよ

うに思います。ですので、なるべくコンパ

クトに使い勝手のいいようにという形に公

共施設なっていくのかなというように思い

ます。 

 それと、外構もやはり小さくてもやっぱ

りそれなりに、砂利で、周り砂利でいいで

すよというところもあればやっぱりきちん

と舗装してほしいというところもあった

り、それから最近ですから車椅子だとかそ

ういうものを使うにはやっぱりどうしても

ちょっと砂利では埋まってしまうよだとか

というような声も今までもありました。そ

ういうことを考慮しながら、外構工事もや

らなければならなくなりますので、場所に

よってやっぱりつくり方というのは変わっ
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てくるのかなとは思いますけれども、全般

的に言えるのはやっぱり今までどおりには

なかなかならないなというところなのかな

というように思っています。 

 ですから、大きくなる小さくなるという

のはその場所その場所によって、そのとき

のそのときの条件によって変わってきます

けれども、全般的にいくと先ほど言ったよ

うに縮小されコンパクト化されていく傾向

になっていくのかなというように今段階で

は思っています。 

 以上でございます。 

○委員長（髙橋秀樹君） ２番高道委員。 

○２番（高道洋子君） そうですね。私も

コンパクトに、そして地域の、町なかもそ

うですけれども、人口が減少していく中に

あって、やはり使い勝手のよいコンパクト

で経費を削減、低くしていくべきでないか

なと思っております。 

 あのときはたしか何か工法も板を張り合

わせていく、ＣＬＴ、そういう何か工法で

余計高くなったように記憶しております、

コストが。ですから、こういう工法もある

という見本としてはよかったのかもしれま

せんけれども、芽登の人には申し訳ないの

ですけれども、ちょっと豪華過ぎたのかな

という思いはあります。ただ、多目的です

からいろいろな目的がここに集約されて、

郵便局まで居残っていただいたという経過

もありますからね、一概には言えませんけ

れども、今後各地域また町なかもそうです

けれども、そういうコンパクトでやってい

くべきでないかなと思って、維持管理がお

金かかりますから、大きければ大きいほ

ど。それから家族葬も、今、葬儀もどちら

かといったら家族葬をする傾向がありま

す。我が家とか葬儀屋さんでも小さく小さ

く、大きい集会場でと、お寺でというのも

何かコロナのせいで減ってきたように思い

ますからね、本当に集落施設に葬儀施設と

いうか兼用としていくというのも、これか

ら考えていくときかなという思いはありま

して、ただいま町長からそういうコンパク

トにしていくというお話を伺ったので、そ

れで安心して終わりたいと思います。お願

いします。 

○委員長（髙橋秀樹君） 他に質疑はあり

ませんか。 

 ３番進藤委員。 

○３番（進藤晴子君） 成果表の３７ペー

ジをお願いします。 

 防衛施設周辺農業用施設設置事業、これ

は毎年国から入っているということでそれ

なりの事業をされていると思いますが、今

年はコンバインだったということでござい

ます。 

 すみません、ここ４年か５年、ここ最近

この事業に使われている用途ですね、それ

をちょっと教えていただきたいと思いま

す。 

○委員長（髙橋秀樹君） 加藤経済課長。 

○経済課長（加藤勝廣君） ここ何年かで

は、平成３０年度から元年度、２年度、そ

して３年度と全て小麦用のコンバインの導

入ということになってございます。 

○委員長（髙橋秀樹君） ３番進藤委員。 

○３番（進藤晴子君） この国から頂いて

いるこのお金は用途というのは大体決まっ

ているのですか。何にでも使えるというわ

けではないのでしょうか。教えてくださ

い。 

○委員長（髙橋秀樹君） 加藤経済課長。 

○経済課長（加藤勝廣君） これの用途で

ございますけれども、一応農業のほうで

使っている部分につきましては、足寄町の

弾薬周辺の農業用施設設置助成事業という

ことで、農業用に使わせていただいている

お金ということになってございます。 

○委員長（髙橋秀樹君） ３番進藤委員。 

○３番（進藤晴子君） では、私のほうが

勘違いしておりました。 

 消防車、何かそちらの消防のほうでも

使っているという話を聞きましたがいかが

でしょうか。 
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○委員長（髙橋秀樹君） 渡辺町長。 

○町長（渡辺俊一君） この防衛の施設周

辺整備事業でございますけれども、農業用

に使っているときと、それから消防車です

とか、それから救急車などにも使わせてい

ただいています。自衛隊が足寄町に施設が

あることによって、それによって生じた障

がいだとかそういったことについての事業

に使えるということになっておりまして、

いろいろとメニューとしては幅広くあるの

ですけれども、それを自衛隊さんが足寄に

弾薬支処を置いていることによってこうい

うことがありますよという、そういうこと

がきちんとできないと事業ができないとい

う中身になっていまして、あそこの部分で

いくと、例えば農業用農地が少し減っただ

とかというような障がいがあったりだと

か、それからああいう施設ができることに

よっていろいろと消防だとか救急車だと

か、そういったものが必要になってくると

いうような、そういう理由づけがされて事

業ができるという形になっています。 

 それとあわせて、今、平和のところに施

設がありますけれども、あの施設の周辺の

方たちが使えるようなものというような、

そういう枠組みもあって、いろいろなメ

ニューはあるのですけれども、何にでも使

えるということではなくて、やっぱり一定

程度自衛隊の施設があるということに関連

づけたようなものというようなことになっ

てございます。 

 以上でございます。 

○委員長（髙橋秀樹君） ３番進藤委員。 

○３番（進藤晴子君） 分かりました。 

 いろいろ考えていくと、道路だとか、国

道はもうしようがないのですけれども、そ

ういうところも自衛隊が通るというような

ことで、そういうものに使われたことはな

いですか。 

○委員長（髙橋秀樹君） 渡辺町長。 

○町長（渡辺俊一君） 自衛隊の基地の前

の道路も以前、かなりもう前、本当に自衛

隊の基地ができたときの近くだったと思い

ますけれども、道路の整備だとかにもこの

事業を使わせていただいたことがございま

す。 

 以上でございます。 

○委員長（髙橋秀樹君） ３番進藤委員。 

○３番（進藤晴子君） 分かりました。 

 大変３,０００万円のお金でございますの

で、有効に使っているなというふうに感じ

ました。これから先も町民のために使って

いただきたいと思います。ありがとうござ

います。 

○委員長（髙橋秀樹君） 他に質疑はござ

いませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） これをもって質

疑を終結いたします。 

 これより各部会を開催し、意見の取りま

とめをお願いいたします。 

 なお、部会の後、正副議長室において部

会長会議を行い、意見調整を行います。 

 暫時休憩をいたします。 

午後 ２時２８分 休憩 

午後 ３時０４分 再開 

○委員長（髙橋秀樹君） 休憩を閉じ、委

員会を再開します。 

 先ほど開催されました正副委員長・部会

長会議におきまして、各部会長から審査意

見は特にない旨、委員長に報告がありまし

た。 

 これから、総務産業部会に対する質疑を

行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 次に、文教厚生

部会に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） これをもって、

部会長に対する質疑を終結します。 

 これより、議案第７９号令和２年度足寄

町上水道事業会計剰余金の処分及び決算認
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定についての件の討論に入ります。 

 本件に対する反対討論の発言を許しま

す。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 次に、賛成討論

の発言を許します。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） これをもって、

討論を終わります。 

 お諮りをいたします。 

 議案第７９号令和２年度足寄町上水道事

業会計剰余金の処分及び決算認定について

の件は、原案のとおり可決及び認定するこ

とに賛成の方は御起立願います。 

（賛成者起立） 

○委員長（髙橋秀樹君）  全員の賛成で

す。 

 よって、議案第７９号令和２年度足寄町

上水道事業会計剰余金の処分及び決算認定

についての件は、原案のとおり可決及び認

定することに決しました。 

 これより、議案第８０号令和２年度足寄

町国民健康保険病院事業会計決算認定につ

いての件の討論に入ります。 

 本件に対する反対討論の発言を許しま

す。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 次に、賛成討論

の発言を許します。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） これをもって、

討論を終わります。 

 お諮りします。 

 議案第８０号令和２年度足寄町国民健康

保険病院事業会計決算認定についての件

は、認定することに賛成の方は起立願いま

す。 

（賛成者起立） 

○委員長（髙橋秀樹君）  全員の起立で

す。 

 よって、議案第８０号令和２年度足寄町

国民健康保険病院事業会計決算認定につい

ての件は、認定することに決しました。 

 これより、議案第８１号令和２年度足寄

町一般会計歳入歳出決算認定についての件

の討論に入ります。 

 本件に対する反対討論の発言を許しま

す。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 次に、賛成討論

の発言を許します。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） これをもって、

討論を終わります。 

 お諮りします。 

 議案第８１号令和２年度足寄町一般会計

歳入歳出決算認定についての件は、認定す

ることに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○委員長（髙橋秀樹君）  全員の起立で

す。 

 よって、議案第８１号令和２年度足寄町

一般会計歳入歳出決算認定についての件

は、認定することに決しました。 

 これより、議案第８２号令和２年度足寄

町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算

認定についての件の討論に入ります。 

 本件に対する反対討論の発言を許しま

す。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 次に、賛成討論

の発言を許します。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） これをもって、

討論を終わります。 

 お諮りします。 

 議案第８２号令和２年度足寄町国民健康

保険事業特別会計歳入歳出決算認定につい

ての件は、認定することに賛成の方は起立

願います。 

（賛成者起立） 

○委員長（髙橋秀樹君） 全員の起立で

す。 

 よって、議案第８２号令和２年度足寄町



― 47 ― 

国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認

定についての件は、認定することに決しま

した。 

 これより、議案第８３号令和２年度足寄

町簡易水道特別会計歳入歳出決算認定につ

いての件の討論に入ります。 

 本件に対する反対討論の発言を許しま

す。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 次に、賛成討論

の発言を許します。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） これをもって、

討論を終わります。 

 お諮りします。 

 議案第８３号令和２年度足寄町簡易水道

特別会計歳入歳出決算認定についての件

は、認定することに賛成の方は起立願いま

す。 

（賛成者起立） 

○委員長（髙橋秀樹君）  全員の起立で

す。 

 よって、議案第８３号令和２年度足寄町

簡易水道特別会計歳入歳出決算認定につい

ての件は、認定することに決しました。 

 これより、議案第８４号令和２年度足寄

町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認

定についての件の討論に入ります。 

 本件に対する反対討論の発言を許しま

す。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 次に、賛成討論

の発言を許します。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） これをもって、

討論を終わります。 

 お諮りします。 

 議案第８４号令和２年度足寄町公共下水

道事業特別会計歳入歳出決算認定について

の件は、認定することに賛成の方は起立願

います。 

（賛成者起立） 

○委員長（髙橋秀樹君）  全員の起立で

す。 

 よって、議案第８４号令和２年度足寄町

公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定

についての件は、認定することに決しまし

た。 

 これより、議案第８５号令和２年度足寄

町介護保険特別会計歳入歳出決算認定につ

いての件の討論に入ります。 

 本件に対する反対討論の発言を許しま

す。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 次に、賛成討論

の発言を許します。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） これをもって、

討論を終わります。 

 お諮りします。 

 議案第８５号令和２年度足寄町介護保険

特別会計歳入歳出決算認定についての件

は、認定することに賛成の方は起立願いま

す。 

（賛成者起立） 

○委員長（髙橋秀樹君）  全員の起立で

す。 

 よって、議案第８５号令和２年度足寄町

介護保険特別会計歳入歳出決算認定につい

ての件は、認定することに決しました。 

 これより、議案第８６号令和２年度足寄

町介護サービス事業特別会計歳入歳出決算

認定についての件の討論に入ります。 

 本件に対する反対討論の発言を許しま

す。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 次に、賛成討論

の発言を許します。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） これをもって、

討論を終わります。 

 お諮りします。 

 議案第８６号令和２年度足寄町介護サー

ビス事業特別会計歳入歳出決算認定につい
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ての件は、認定することに賛成の方は起立

願います。 

（賛成者起立） 

○委員長（髙橋秀樹君）  全員の起立で

す。 

 よって、議案第８６号令和２年度足寄町

介護サービス事業特別会計歳入歳出決算認

定についての件は、認定することに決しま

した。 

 これより、議案第８７号令和２年度足寄

町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認

定についての件の討論に入ります。 

 本件に対する反対討論の発言を許しま

す。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 次に、賛成討論

を許します。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） お諮りします。 

 議案第８７号令和２年度足寄町後期高齢

者医療特別会計歳入歳出決算認定について

の件は、認定することに賛成の方は起立願

います。 

（賛成者起立） 

○委員長（髙橋秀樹君）  全員の起立で

す。 

 よって、議案第８７号令和２年度足寄町

後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定

についての件は、認定することに決しまし

た。 

 これより、議案第８８号令和２年度足寄

町資源ごみ処理等事業特別会計歳入歳出決

算認定についての件の討論に入ります。 

 本件に対する反対討論の発言を許しま

す。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 次に、賛成討論

の発言を許します。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） これをもって、

討論を終わります。 

 お諮りします。 

 議案第８８号令和２年度足寄町資源ごみ

処理等事業特別会計歳入歳出決算認定につ

いての件は、認定することに賛成の方は起

立願います。 

（賛成者起立） 

○委員長（髙橋秀樹君）  全員の起立で

す。 

 よって、議案第８８号令和２年度足寄町

資源ごみ処理等事業特別会計歳入歳出決算

認定についての件は、認定することに決し

ました。 

 

◎ 閉会の議決 

○委員長（髙橋秀樹君） これで、本委員

会に付託された案件の審議は全て終了いた

しましたので、これをもって本委員会を閉

会したいと思います。 

 御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君）  異議なしと認

め、本委員会を閉会いたします。 

 なお、委員会報告書の作成につきまして

は、正副委員長に御一任願いたいと思いま

すが、御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君）  異議なしと認

め、正副委員長により作成をいたします。 

 

◎ 閉会宣告 

○委員長（髙橋秀樹君） これをもちまし

て、令和２年度決算審査特別委員会を閉会

いたします。 

 御苦労さまでした。 

午後 ３時１７分 閉会 
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